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昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

九
三

一
助
詞
「
は
」「
ば
」
が
上
接
語
末
と
融
合
す
る
語
連
接
上
の
音
韻
現
象
に
つ
い

て
は
、
江
戸
語
の
特
徴
と
し
て
多
く
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
降
の

調
査
も
行
わ
れ
て
お
り（
１
）、
現
在
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
そ
の
融
合
に
よ
っ

て
生
じ
た
ア
列
拗
音
の
う
ち
、
主
に
リ
ャ
・
キ
ャ
の
場
合
、
通
常
の
「
り
や
」「
き

や
」
で
は
な
く
「
れ
や
」「
け
や
」
の
よ
う
に
エ
列
仮
名
＋
「
や
」
と
す
る
表
記
が
、

大
正
・
昭
和
戦
前
期
を
中
心
に
比
較
的
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
別
稿
に
お

い
て
述
べ
た
。「
れ
や
」「
け
や
」
等
の
エ
列
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
る
の
は
非
融

合
の
元
の
語
（
助
詞
の
上
接
語
）
の
末
尾
が
エ
列
音
の
場
合
で
あ
っ
て
イ
列
音
の

場
合
は
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
点
や
、「
て
は
」「
で
は
」
の
場
合

は
エ
列
仮
名
表
記
が
行
わ
れ
ず
「
ち
や
」「
ぢ
や
」
で
あ
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た（
２
）。

融
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
リ
ャ
（
リ
ャ
ー
）/rja/

（/rjaʀ/

）
の
う
ち
、
非
融
合

の
と
き
の
助
詞
「
は
」「
ば
」
上
接
語
が
、
代
名
詞
「
あ
れ
」「
こ
れ
」「
そ
れ
」

等
や
、
動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
の
仮
定
形
「
す
れ
」「
な
け
れ
」
等
の
場
合
は
、

「
そ
れ
や
」「
す
れ
や
」「
な
け
れ
や
」（
拗
長
音
に
な
る
場
合
は
「
そ
れ
や
あ
」「
そ

れ
や
ア
」「
す
れ
や
あ
」「
す
れ
や
ア
」
等
）
な
ど
の
よ
う
に
、
通
常
の
イ
列
仮
名

の
拗
音
表
記
で
は
な
く
、
エ
列
の
仮
名
「
れ
」
を
用
い
た
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
上
接
語
が
、
動
詞
の
連
用
形
「
～
り
」
や
助
詞
「
に
」「
よ
り
」
等
の
場

合
は
、「
あ
り
や
（
し
な
い
）」「
に
や
」「
よ
り
や
（
い
い
）」
な
ど
の
よ
う
に
、

イ
列
の
仮
名
を
用
い
た
通
常
の
拗
音
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
、
キ
ャ
で
も
、

例
え
ば
、「
聞
け
ば
」
か
ら
の
キ
キ
ャ
は
「
聞
け
や
（
い
い
）」、「
聞
き
は
」
か
ら

の
キ
キ
ャ
は
「
聞
き
や
（
し
な
い
）」
と
い
う
表
記
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
３
）。

ま
た
、
上
接
語
が
「
て
」「
で
」
の
場
合
、
す
な
わ
ち
「
て
は
」「
で
は
」
か
ら

の
チ
ャ
・
ジ
ャ
は
、
元
の
語
末
が
エ
列
音
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
列
仮
名

表
記
の
「
て
や
」「
で
や
」
で
は
な
く
、
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
「
ち
や
」「
ぢ
や
」

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
テ
ワ/tew

a/

が
チ
ャ
（
チ
ャ
ー
）/cja/

（/cjaʀ/

）

に
、
デ
ワ/dew

a/

が
ジ
ャ
（
ジ
ャ
ー
）/zja/

（/zjaʀ/

）
に
な
る
と
、「
～
け
ば
」

「
～
れ
ば
」
等
か
ら
の
キ
ャ
・
リ
ャ
が
融
合
後
も
同
じ
子
音/k//r/

で
あ
る
の
と

は
異
な
り
、
子
音
が/t/

・/d/

か
ら/c/

・/z/

に
変
化
し
て
し
ま
う
た
め
、「
て
」

「
で
」
の
仮
名
で
は
表
し
に
く
い
と
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

但
し
漢
語
の
場
合
は
、「
蝶
」
の
「
て
ふ
」、「
条
」
の
「
で
う
」
の
よ
う
に
、「
て
」

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記

　

─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合

─
久
保
田　
　

篤



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　

第
五
十
九
号
（
二
〇
二
四
）

九
四

「
で
」
の
仮
名
を
用
い
て/cjoʀ//zjoʀ/

を
表
す
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
和
語
と
漢

語
で
は
仮
名
の
表
音
機
能
に
関
す
る
意
識
が
異
な
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
「
て
」

「
で
」
が/c//z/

に
対
応
し
得
な
い
と
い
う
よ
り
も
「
て
や
」「
で
や
」
と
い
う

文
字
連
続
で
拗
音
を
表
す
こ
と
が
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
無
い
と
い
う
こ
と
が
関
わ

る
か
等
が
考
え
ら
れ
る
（「
れ
や
」「
け
や
」
も
同
様
に
歴
史
的
仮
名
遣
に
無
い

が
）。
元
「
て
は
」「
で
は
」
に
エ
列
仮
名
表
記
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
点
に
関
す
る

追
究
は
今
回
は
措
く
が
、
こ
れ
ら
が
イ
列
仮
名
表
記
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
仮
名

の
表
音
機
能
に
関
わ
る
人
々
の
意
識
が
窺
え
る
興
味
深
い
特
徴
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
語
連
接
上
の
音
融
合
で
生
じ
た
ア
列
拗
音
の
一
部
を
、
エ

列
仮
名
を
使
用
し
て
表
記
す
る
こ
と
が
、
大
正
・
昭
和
期
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ

る
と
い
う
点
は
、
特
筆
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
４
）。
そ
の
ア
列
拗
音
エ

列
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
た
部
分
と
し
て
、
佐
藤
春
夫
の
作
品
集
『
蝗
の
大
旅
行
』

（
大
正
一
五
年
、
改
造
社
）
に
お
け
る
使
用
例
全
例
を
示
し
て
お
く
（
用
例
や
作

品
名
等
、
漢
字
は
全
て
新
字
体
に
直
し
て
示
す
（
常
用
漢
字
表
外
の
字
は
除
く

が
）。
ア
列
拗
音
の
箇
所
に
傍
線
を
付
す
が
、
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
に
は
細
線

を
、
エ
列
仮
名
表
記
に
は
太
線
を
付
す
。
括
弧
内
の
漢
数
字
は
頁
数
、
ア
ラ
ビ
ア

数
字
は
行
数
で
あ
る
。
以
下
同
。
な
お
、
こ
の
作
品
集
に
つ
い
て
は
通
常
表
記
の

箇
所
を
全
て
示
す
こ
と
は
省
き
、
エ
列
仮
名
表
記
箇
所
と
し
て
挙
げ
た
例
の
な
か

に
通
常
表
記
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
部
分
の
み
細
線
を
付
し
た
）。
こ
の
『
蝗
の
大

旅
行
』
は
、「
は
し
が
き
」
に
「
年
の
幼
い
人
に
読
ん
で
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
も
の

を
集
め
て
」
と
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
子
供
向
け
の
本
に
お
い
て
も
、

エ
列
仮
名
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。　

い
や
喪も

服ふ
く

な
ん
だ
。
あ
れ
や

─
（『
月
光
異
聞
』
六
八
４
）

─
あ
れ
や
あ
、
本ほ
ん

当た
う

の
天て
ん

狗ぐ

さ
ま
じ
や
ら
う
（『
魔
の
も
の
』
一
〇
四
１
）

金き
ん�

い
ろ
の
魚さ
か
な

か
と
思お
も

つ
た
ら
、
こ
れ
や
、
や
つ
ぱ
り
あ
た
り
ま
へ
の
黒く
ろ

光び
か

り
の
奴や
つ

で
あ
つ
た
か�

（『
最
も
よ
き
夕
』
三
二
10
）

こ
れ
や
、
こ
の
魚さ
か
な

で
は
な
か
つ
た
か
し
ら
。
そ
れ
ぢ
や
こ
れ
は
（
〃
三
三
８
）

お
や
、
こ
れ
や
ま
つ
く
ら
だ

─
（『
月
光
異
聞
』
六
八
４
）

今い
ま

で
も
泣な

い
て
話は
な

す
が
、
こ
れ
や
愚ぐ

痴ち

と
は
言い

へ
ま
い
…
…
…

�

（『
魔
の
も
の
』
一
〇
六
11
）

こ
れ
や
、
私わ
た
し

も
ち
や
ん
と
見み

た
の
ぢ
や
（
〃
一
〇
八
４
）

こ
れ
や
、
天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ
ま
ぢ
や
ら
う
か

�

（『
私
の
父
が
狸
と
格
闘
を
し
た
話
』
一
六
〇
10
）

や
。
こ
れ
や
大た
い

変へ
ん

だ
（
〃
一
五
二
３
）

そ
れ
や
腐く

さ

つ
て
ゐ
る
（『
実
さ
ん
の
胡
弓
』
一
五
二
１
）

外そ
と

か
ら
こ
つ
そ
り
の
ぞ
い
て
み
れ
や
、
あ
ち
ら
だ
つ
て
油ゆ

断だ
ん

し
て
ゐ
る
し
さ

�

（『
月
光
異
聞
』
六
〇
10
）

や
つ
ぱ
り
そ
れ
を
見み

た
子こ

供ど
も

は
死し

な
な
け
や
な
ら
な
い
と
も
い
ふ

�

（『
た
か
ら
も
の
』
二
〇
九
５
）

こ
の
よ
う
に
、「
あ
れ
は
」「
こ
れ
は
」「
そ
れ
は
」
が
変
化
し
た
ア
リ
ャ
・
ソ

リ
ャ
・
コ
リ
ャ
や
、「
見
れ
ば
」
の
変
化
し
た
ミ
リ
ャ
の
場
合
に
、「
～
れ
や
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
な
け
れ
ば
」
か
ら
変
化
し
た
ナ
キ
ャ
の
場
合
に
は
、

右
の
最
後
の
例
の
よ
う
に
、「
～
け
や
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
な
お
、「
夜よ
る

は
魔ま

の
も
の
と
い
ふ
が
、
そ
り
や
、
え
ら
い
も
の
じ
や
」（『
魔
の
も
の
』
一
〇
四
８
）
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昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

九
五

と
「
今
す
ぐ
あ
の
男
に
会
は
な
き
や
！
」（『
美
し
い
町
』
二
七
一
11
）
と
い
う
通

常
の
イ
列
仮
名
表
記
「
そ
り
や
」「
な
き
や
」
各
１
例
も
見
ら
れ
た
。「
で
は
」
の

変
化
し
た
ジ
ャ
や
助
動
詞
ジ
ャ
は
全
て
「
ぢ
や
」
で
、
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
で

あ
る
）。

右
の
佐
藤
春
夫
は
大
正
期
の
最
初
の
作
品
か
ら
エ
列
仮
名
表
記
を
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
初
め
は
主
に
通
常
の
「
り
や
」「
き
や
」
等
を
用
い
後
に
エ
列
仮

名
表
記
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
一
人
物
の
作
品
で
も
使
用
実
態
は
実
は

様
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
、
途
中
か
ら
主
に
エ
列
仮
名
表
記

と
な
っ
た
作
家
を
取
り
上
げ
、
昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
表
記
の
実
態
を
、
同
じ

作
家
の
複
数
の
単
行
本
を
対
象
に
し
て
探
る
こ
と
に
し
た
い（
５
）。
音
融
合
に
関
わ
る

ア
列
拗
音
の
う
ち
、
エ
列
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
部
分
（
非
融

合
の
元
の
語
の
末
尾
が
エ
列
音
で
、「
て
は
」「
で
は
」
か
ら
の
チ
ャ
・
ジ
ャ
以
外

の
も
の
）
を
主
に
用
例
と
し
て
示
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
（
元
の
語
末
イ
列
音
の

も
の
）
は
全
て
イ
列
仮
名
表
記
な
の
で
時
々
確
認
の
た
め
適
宜
示
す
（
融
合
に
関

わ
ら
な
い
ア
列
拗
音
も
全
て
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
り
、
挙
例
は
適
宜
示
す
程
度
と

す
る
。
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ル
、
助
動
詞
ジ
ャ
、
～
チ
ャ
ウ
、
チ
ャ
ン
ト
等
）。

二
ま
ず
横
光
利
一
の
本
の
表
記
を
見
る
。

最
初
の
作
品
集
で
あ
る
大
正
一
三
年
の
『
日
輪
』（
春
陽
堂
、
文
藝
春
秋
叢
書

２
）
収
録
の
四
作
品
の
う
ち
、
ア
リ
ャ
・
ソ
リ
ャ
等
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

『
敵
』
が
あ
る
。
次
の
よ
う
に
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

あ
な
た
、
あ
り
や
、
小
学
校
の
二
年
よ
り
い
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
よ
（
一
二
七
１
）

あ
り
や
、
待
て
よ
、
二
十
八
の
年
や
で
、
十
五
年
目
や
（
一
四
一
９
）

そ
り
や
淋
し
い
の
う
（
一
四
一
８
）

そ
り
や
、
俺
の
帽
子
や
（
一
四
三
１
）

念
の
た
め
、
他
の
ア
列
拗
音
表
記
例
も
示
し
て
お
く
。

雇
員
さ
ま
ぢ
や
（
一
三
二
13
）　　

ど
う
ぢ
や
、
見
や
が
れ
（
一
三
二
15
）

　

�

助
動
詞
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
他
に
（
一
三
二
15
）（
一
三
三
２
・
14
）

　
（
一
三
四
２
・
２
・
８
・
13
）（
一
三
五
３
・
５
）（
一
三
六
10
）（
一
三
八
１
）

　
（
一
三
九
１
等
６
例
）（
一
四
二
５
・
５
）

あ
ん
た
に
や
、
そ
ん
な
服
は
勿
体
な
い
わ
（
一
三
四
14
）

同
じ
く
大
正
一
三
年
の
作
品
集
『
御
身
』（
金
星
堂
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、

僅
か
に
エ
列
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
っ

た
。
後
に
な
っ
て
も
常
に
イ
列
仮
名
表
記
の
部
分
は
、
次
に
示
す
と
お
り
や
は
り

イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

　

助
動
詞
ジ
ャ
「
ぢ
や
」『
蠅
』（
一
四
二
８
）（
一
四
三
13
・
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
四
６
・
８
・
11
）（
一
四
五
８
・
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
六
５
）（
一
四
七
６
・
７
・
７
）（
一
四
八
14
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
村
の
活
動
』（
一
七
八
９
）（
一
七
九
２
・
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
落
さ
れ
た
恩
人
』（
二
一
〇
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
芋
と
指
環
』（
二
二
九
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
マ
ル
ク
ス
の
審
判
』（
二
八
〇
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
食
は
さ
れ
た
も
の
』（
四
〇
〇
２
）
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�『
男
と
女
と
男
』（
四
四
〇
７
）

デ
ワ
→
ジ
ャ
「
ぢ
や
」 『
月
夜
』（
一
五
五
10
）（
一
六
一
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
穴
』（
一
九
六
３
・
14
）（
一
九
七
１
・
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
マ
ル
ク
ス
の
審
判
』（
二
八
〇
２
）

ニ
ワ
→
ニ
ャ
「
に
や
」�『
蠅
』
そ
れ
ま
で
に
や
死
に
ま
す
や
ろ
な
（
一
四
八
12
）

シ
ワ
→
シ
ャ
「
し
や
」�『
芋
と
指
環
』
私わ

し

や
も
う
知
ら
ん
（
二
三
四
６
）

云
は
し
や
つ
た
が
の
（『
蠅
』
一
四
八
３
）

い
ら
つ
し
や
つ
た
（『
月
夜
』
一
五
九
11
）

消
し
ち
や
つ
た
の
（『
月
夜
』
一
五
九
８
）

難
儀
し
ち
や
つ
た
の
（『
穴
』
一
九
八
９
）

仰お
つ

言し
や

れ
ば
（『
マ
ル
ク
ス
の
審
判
』
二
六
七
６
）

次
の
部
分
も
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

ネ
バ
→
ニ
ャ
「
に
や
」�『
落
さ
れ
た
恩
人
』
攫
ま
に
や
あ
か
ん
（
二
〇
三
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�『
男
と
女
と
男
』
雨
が
降
ら
に
や
結
構
（
四
三
一
３
）

後
に
エ
列
仮
名
表
記
と
な
る
部
分
も
、
以
下
の
よ
う
に
殆
ど
イ
列
仮
名
表
記
で

あ
る
。ソ

リ
ャ　

�『
蠅
』
そ
り
や
い
か
ん
（
一
四
八
２
）

　
　
　
　
　

そ
り
や
正
午
や
（
一
四
八
11
）

　
　
　
　
『
月
夜
』
こ
の
人
つ
て
ば
そ
り
や
変
な
の
（
一
六
五
１
）

　
　
　
　
『
村
の
活
動
』
そ
り
や
爺
や
わ
（
一
八
四
10
）　

他
に
（
一
八
六
２
）

　
　
　
　
『
穴
』
そ
り
や
捜
し
た
の
よ
（
一
八
八
３
）

　
　
　
　

�『
落
さ
れ
た
恩
人
』
そ
り
や
両
手
で
攫
ま
に
や
（
二
〇
三
12
）

　
　
　
　
『
芋
と
指
環
』
そ
り
や
忙
し
が
つ
て
お
り
ま
す
（
二
二
一
14
）

　
　
　
　

�『
マ
ル
ク
ス
の
審
判
』、
そ
り
や
、
さ
う
で
は
（
二
五
九
５
）

　
　
　
　
　

他
に
（
二
六
六
７
）（
二
六
七
６
）

　
　
　
　

�『
敵
』
そ
り
や
淋
し
い
の
う
（
三
〇
八
１
）

　
　
　
　
　

そ
り
や
、
俺
の
帽
子
や
（
三
〇
九
８
）

　
　
　
　

�『
食
は
さ
れ
た
も
の
』
そ
り
や
御
馳
走
や
な
（
四
一
〇
３
）

　
　
　
　
　

そ
り
や
通
つ
た
（
四
一
二
２
）

　
　
　
　

�『
男
と
女
と
男
』
そ
り
や
を
る
さ
（
四
二
六
12
）

　
　
　
　
　

そ
り
や
反
対
や
（
四
三
二
６
）

　
　
　
　
　

他
に
（
四
四
〇
７
）（
四
四
八
５
）（
四
五
〇
８
）

コ
リ
ャ　

�『
蠅
』「
こ
り
や
ツ
、
こ
り
や
ツ
。」
と
叫
ん
で
（
一
四
六
11
）

　
　
　
　
　

他
に
（
一
四
七
１
）

　
　
　
　
『
落
さ
れ
た
恩
人
』
こ
り
や
ど
う
ぢ
や
（
二
一
〇
１
）

　
　
　
　

�『
芋
と
指
環
』
こ
り
や
ど
う
ぢ
や
（
二
二
九
３
）

　
　
　
　
　

他
に
（
二
三
八
１
）

　
　
　
　
『
マ
ル
ク
ス
の
審
判
』
こ
り
や
俺
の
罪
ぢ
や
な
い
ぞ
（
二
八
〇
２
）

　
　
　
　

�『
食
は
さ
れ
た
も
の
』
こ
り
や
上
天
気
ぢ
や
ぞ
（
四
〇
〇
２
）

　
　
　
　
　

 

他
に
（
四
一
五
３
）（
四
一
八
13
）（
四
二
〇
７
）

　
　
　
　
『
男
と
女
と
男
』（
四
三
一
３
）（
四
五
三
１
）（
四
五
九
２
）

ア
リ
ャ　
『
芋
と
指
環
』
あ
り
や
ツ
。（
二
一
四
９
）

　
　
　
　
『
男
と
女
と
男
』
あ
り
や
ど
こ
の
牛
か
い
な
（
四
四
五
１
）

レ
バ
→
リ
ャ
「
り
や
」�『
男
と
女
と
男
』



久
保
田
　

篤
　

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

九
七

　
　
　
　
　
　
　

ほ
し
け
り
や
後
で
取
つ
て
来
て
や
ろ
か
（
四
三
二
12
）

　
　
　
　
　
　
　

�

鼠
が
出
り
や
、
飛
び
上
つ
て
る
く
せ
に
な
ア
（
四
三
三
14
）

　
　
　
　
　
　
　

く
や
し
け
り
や
、
泣
け
ツ
（
四
四
一
４
）

　
　
　
　
　
　
　

�

そ
れ
で
も
良え

け
り
や
、
俺
も
良え

え
わ
（
四
五
四
10
）

　
　
　
　
　
　
　

�
口く

惜や

し
け
り
や
、
か
か
つ
て
来
い
（
四
五
六
６
）

こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
「
そ
り
や
」「
こ
り
や
」「
あ
り
や
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
１
例
ず
つ
エ
列
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
た
。

ア
ア
さ
う
為
な
は
れ
、
そ
れ
や
え
ゝ
（『
村
の
活
動
』
一
八
四
12
）

「
こ
り
や
ツ
、
こ
れ
や
ツ
。」
と
叫
ん
で
、
地
を
打
つ
た
（『
蠅
』
一
四
七
１
）

あ
れ
や
貨
物
や
（『
食
は
さ
れ
た
も
の
』
三
九
八
14
）

昭
和
二
年
の
『
春
は
馬
車
に
乗
つ
て
』（
改
造
社
）
所
収
の
『
春
は
馬
車
に
乗

つ
て
』
の
ア
列
拗
音
は
、
次
の
よ
う
に
全
て
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

デ
ワ
→
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
雨
の
降
つ
て
ゐ
る
所
ぢ
や
な
く
ち
や
（
四
〇
10
）

　

�

他
に
（
九
９
・
９
）（
一
一
12
・
12
）（
二
一
３
・
６
）（
二
三
12
）

　
（
二
五
11
）（
二
九
５
）

い
ま
呶
鳴
つ
ち
や
。（
一
三
８
）　　

動
い
ち
や
。（
一
六
７
）

ち
や
ん
と
（
一
七
９
）　　

は
し
や
が
れ
る
（
一
七
10
）

そ
り
や
考
へ
る
こ
と
は
考
へ
る
わ
（
三
３
）

そ
り
や
、
あ
た
し
、
あ
な
た
を
大
切
に
し
て
（
四
５
）

そ
り
や
い
や
だ
（
八
７
）　　

そ
り
や
さ
う
で
す
わ
（
一
一
６
）

そ
り
や
分
つ
て
ゐ
る
わ
（
一
八
11
）

昭
和
五
年
の
『
高
架
線
』（
新
潮
社
）
所
収
の
『
高
架
線
』
も
全
て
通
常
の
表

記
で
あ
る
。

助
動
詞
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
い
や
な
奴や
つ

ぢ
や
、
あ
奴や
つ

は
魔ま

物も
の

ぢ
や
（
七
９
・
９
）　

　

他
に
（
一
三
12
）

デ
ワ
→
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
ま
だ
ぢ
や
ね
え
か
（
四
11
・
15
）

　

他
に
（
八
４
）（
一
一
13
）（
一
二
３
）（
一
六
４
）（
一
八
７
）

テ
ワ
→
チ
ャ
「
ち
や
」
こ
り
や
、
今こ
ん

夜や

で
な
く
ち
や
（
一
八
10
）

ニ
ワ
→
ニ
ャ
「
に
や
」
首く
び

に
や
、
な
ら
ね
え
ぞ
（
八
10
）

お
ツ
、
こ
り
や
。（
八
13
）　

こ
り
や
、
放は
な

せ
、
放は
な

せ
（
一
二
14
）

　

他
に
（
一
三
９
）（
一
八
10
）

レ
バ
→
リ
ャ
「
り
や
」�

あ
れ
が
出で

来き

り
や
、
お
前ま
へ

も
俺お
ら

も
（
七
14
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

線せ
ん

が
出で

来き

り
や
、
お
前ま
へ

も
俺お
ら

も
お
け
ら
（
八
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

今い
ま

頃ご
ろ

あ
り
や
、
俺お
れ

だ
つ
て
と
つ
ち
ま
ア
な
（
一
一
14
）

昭
和
六
年
の
作
品
集
『
機
械
』（
白
水
社
）
収
録
の
『
眼
に
見
え
た
虱
』
も
全

て
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

デ
ワ
→
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
駄
目
ぢ
や
な
い
の
（
一
八
二
６
）

　

ぢ
や
、
今
は
ど
う
だ
（
一
八
九
６
）

　
　

他
に
（�

一
八
四
９
）（
一
九
〇
４
・
８
・
11
・
12
）

　
　
　
　

 

（
一
九
一
８
・
９
・
11
）（
一
九
二
７
・
９
）（
一
九
三
２
）

　
　
　
　

 

（
一
九
四
11
）（
一
九
九
11
）（
二
〇
〇
12
）（
二
〇
一
１
）

　
　
　
　

 

（
二
〇
五
２
）（
二
〇
七
３
）（
二
〇
八
５
）（
二
一
八
11
）

　
　
　
　

 
（
二
一
九
３
）（
二
二
二
１
・
３
・
４
）

テ
ワ
→
チ
ャ
「
ち
や
」
驚
い
ち
や
駄
目
よ
（
一
八
二
５
）



成
蹊
大
学
文
学
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紀
要
　

第
五
十
九
号
（
二
〇
二
四
）

九
八

　

し
な
く
ち
や
な
ら
な
い
わ
（
二
一
八
７
）　

他
に
（
一
九
二
７
・
11
）

ゐ
ら
つ
し
や
る
（
一
九
七
10
）（
一
八
四
８
）（
一
九
〇
２
）

い
ら
つ
し
や
る
（
二
〇
〇
４
）

～
て
ら
つ
し
や
る
（
二
〇
〇
５
）（
二
二
一
８
）

～
し
ち
や
つ
た
（
二
〇
八
７
）

そ
り
や
さ
う
ね
（
一
八
五
７
）　　

う
む
、
そ
り
や
、
さ
う
だ
（
一
八
五
９
）

え
え
、
そ
り
や
ね
（
一
八
九
５
）

そ
り
や
、
さ
う
云
ふ
理
窟
に
な
つ
て
来
る
の
ね
（
一
九
〇
12
）

そ
り
や
、
あ
た
し
は
汚
く
つ
て
も
う
駄
目
よ
（
二
〇
〇
５
）

　

他
に
（
二
〇
〇
９
）（
二
〇
九
８
）

昭
和
七
年
の
『
上
海
』（
改
造
社
）
も
ま
だ
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。
最
初
の

方
の
例
を
、「
ぢ
や
」「
ち
や
」
も
含
め
示
し
て
み
る
。

デ
ワ
→
ジ
ャ
「
ぢ
や
」
ぢ
や
、
駄だ

目め

ね
（
五
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
う
急い
そ

い
だ
こ
と
ぢ
や
な
し
（
一
〇
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ぢ
や
息い
き

が
つ
ま
つ
て
（
一
一
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
ぢ
や
誰だ
れ

だ
つ
て
（
一
一
８
）

　

他
に
（
一
〇
２
）（
一
二
10
）（
一
三
５
）

テ
ワ
→
チ
ャ
「
ち
や
」
こ
こ
で
逢あ

は
な
く
ち
や
。（
五
５
）

　

他
に
（
一
〇
１
）（
一
一
９
）

そ
り
や
、
困こ
ま

つ
た
の
（
四
11
）

そ
り
や
、
あ
た
し
と
あ
な
た
は
人ひ
と

柄が
ら

が
違ち
が

つ
て
ゐ
る
わ
（
一
〇
11
）

そ
り
や
、
借し
ゃ
つ

金き
ん

が
あ
る
か
ら
さ
（
一
三
３
）

マ
ダ
ム
が
僕ぼ
く

の
傍そ
ば

に
ゐ
て
下く

だ

さ
り
や
、
さ
う
急い
そ

い
で
妻さ
い

君く
ん

な
ん
か
（
一
〇
３
）

い
や
よ
、
行ゆ

か
な
い
つ
て
仰お
つ

言し
や

ら
な
け
り
や
。（
一
一
６
）

な
お
、「
や
」
で
は
な
く
「
あ
」
を
用
い
た
箇
所
も
あ
っ
た
。

あ
た
し
に
相さ
う

談だ
ん

な
さ
ら
な
き
あ
い
け
な
い
こ
と
よ
（
一
〇
９
）

同
じ
く
昭
和
七
年
の
『
雅
歌
』（
書
物
展
望
社
）
も
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

初
め
の
方
の
例
を
挙
げ
る
。

そ
り
や
さ
う
だ
（
四
10
）　　

そ
り
や
、
つ
ま
ら
ん
（
六
13
）

そ
り
や
君
の
意
志
だ
（
八
６
）

そ
り
や
、
い
ま
全
盛
で
す
よ
（
一
一
６
）

そ
り
や
、
あ
な
た
な
ん
か
大
丈
夫
な
か
た
（
一
一
12
）

こ
り
や
ま
た
張
り
合
ひ
の
な
い
も
ん
で
ね
（
四
10
）

い
つ
た
い
こ
り
や
、
ど
つ
ち
を
助
け
て
や
る
べ
き
か
な
（
八
４
）

あ
り
や
危
い
（
七
８
）

お
か
し
け
り
や
、
誰
だ
つ
て
笑
は
う
さ
（
一
六
14
）

同
じ
く
昭
和
七
年
の
『
寝
園
』（
中
央
公
論
社
）
は
一
〇
〇
頁
あ
た
り
ま
で
の

用
例
を
挙
げ
る
。
次
の
よ
う
に
、
イ
列
仮
名
表
記
の
ほ
う
が
多
い
が
、

今
夜
ぢ
や
、
そ
り
や
駄
目
よ
（
一
三
７
）

そ
り
や
お
待
ち
し
て
た
の
（
一
四
２
）

そ
り
や
達
者
は
達
者
だ
け
ど
（
一
四
６
）

そ
り
や
、
あ
な
た
と
あ
た
し
と
は
（
一
六
３
）

そ
り
や
、
あ
た
し
な
ん
か
（
六
五
８
）

だ
つ
て
、
そ
り
や
、
高
さ
ん
だ
つ
て
無
理
よ
（
七
六
10
）



久
保
田
　

篤
　

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

九
九

そ
り
や
全
く
気
の
毒
は
気
の
毒
で
す
が
（
七
九
２
）

そ
り
や
、
勿
論
、
僕
で
す
よ
（
八
七
12
）

そ
り
や
ね
、
此
の
頃
の
経
済
学
者
は
（
八
三
10
）

そ
り
や
、
大
物
ぢ
や
な
い
で
す
か
（
九
一
２
）

そ
り
や
駄
目
だ
わ
（
九
六
３
）

そ
り
や
、
あ
な
た
は
あ
た
し
の
云
ふ
の
は
（
九
六
９
）

し
か
し
、
そ
り
や
、
奥
さ
ん
よ
り
困
る
の
は
、
僕
で
す
よ
（
九
六
12
）

そ
り
や
ま
た
、
ど
う
い
ふ
こ
と
だ
（
一
一
四
２
）

そ
り
や
今
日
は
何
ん
だ
と
か
蚊
だ
と
か
（
一
一
九
12
）

そ
り
や
仰
言
つ
た
は
仰
言
つ
て
た
け
ど
（
一
二
一
１
）

こ
り
や
、
駄
目
か
な
（
二
〇
７
）

あ
な
た
は
好
意
を
お
持
ち
に
な
ら
な
け
り
や
（
三
一
12
）

考
へ
て
な
き
や
な
ら
な
い
の
よ
（
九
七
６
）

以
下
の
よ
う
な
エ
列
仮
名
表
記
も
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
注
目

さ
れ
る
。

そ
れ
や
も
う
、
わ
が
ま
ま
だ
（
七
七
１
）

そ
れ
や
も
う
、
あ
ん
な
有
難
い
御
亭
主
さ
ん
つ
て
（
七
九
５
）

い
つ
た
い
、
そ
れ
や
、
ど
う
い
ふ
御
料
簡
な
ん
で
す
か
（
九
四
10
）

そ
れ
や
ま
た
ひ
ど
く
新
し
く
な
つ
た
ん
だ
ね
（
一
一
一
１
）

こ
の
霧
ぢ
や
、
ま
る
で
こ
れ
や
、
雨
み
た
い
だ
な
（
五
５
）

こ
れ
や
僕
は
、
今
日
は
奥
さ
ん
に
叱
ら
れ
に
来
た
や
う
な
も
ん
（
九
七
７
）

話
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
や
、
こ
れ
に
越
し
た
こ
た
ア
な
い
（
九
九
４
）

利
子
歩
合
を
低
く
し
な
け
れ
や
い
か
ん
（
六
〇
３
）

闘
争
し
な
け
れ
や
な
ら
ん
か
ら
つ
て
（
八
三
10
）

そ
ん
な
に
あ
つ
ち
へ
い
き
た
け
れ
や
、
い
ら
つ
し
や
い
（
一
二
一
４
）

昭
和
八
年
の
『
花
花
』（
書
物
展
望
社
）
は
再
び
基
本
イ
列
仮
名
表
記
と
な
っ

て
い
る
。

そ
り
や
仕
方
が
な
い
わ
（
八
15
）　　

そ
り
や
問
題
外
よ
（
一
五
９
）

そ
り
や
ね
、
あ
な
た
の
こ
と
を
い
ふ
と
（
三
三
12
）

そ
り
や
し
た
い
さ
（
六
〇
15
）

そ
り
や
、
あ
た
し
や
農
民
は
好
き
は
好
き
さ
（
九
〇
２
）

何
ん
だ
そ
り
や
（
一
〇
一
３
）

今
頃
子
供
が
出
来
た
と
し
ち
や
、
こ
り
や
た
ま
ら
ん
か
ら
ね
（
二
三
７
）

ま
た
こ
り
や
ひ
ど
い
目
に
あ
ひ
ま
す
ね
（
五
二
15
）

子
供
が
出
来
な
け
り
や
、
勿
論
、
結
婚
は
し
な
い
ん
だ
ろ
（
二
三
８
）

ぢ
や
、
結
婚
も
し
な
け
り
や
な
ら
ぬ
し
（
二
三
15
）

そ
ん
な
で
な
け
り
や
何
も
好
ん
で
こ
ん
な
こ
と
（
三
三
14
）

ま
た
こ
の
作
品
で
は
、
ナ
キ
ャ
（
←
「
な
け
れ
ば
」）
が
、

そ
い
で
な
き
ア
、
結
局
ど
ち
ら
だ
つ
て
不
孝
な
ん
で
す
か
ら
ね
（
九
２
）

出
し
て
下
さ
ら
な
き
ア
困
る
わ
よ
（
八
五
15
）

な
ど
の
よ
う
に
「
な
き
ア
」
で
も
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
通
常
の
「
な
き
や
」

も
、「
そ
い
つ
は
産
ん
で
み
な
き
や
分
ら
ん
ね
」（
二
四
14
）
等
の
よ
う
に
見
ら
れ

る
が
）。

昭
和
九
年
の
『
紋
章
』（
改
造
社
）
で
は
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
（
別
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一
〇
〇

稿
に
「
そ
れ
や
」
の
例
を
少
し
示
し
た
）。

同
じ
昭
和
九
年
『
時
計
』（
創
元
社
）
も
基
本
は
エ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。
幾

つ
か
例
を
示
す
。

そ
れ
や
、
お
か
し
か
つ
た
の
よ
（
二
六
11
）

そ
れ
や
認
め
る
け
ど
（
四
〇
10
）

そ
れ
や
、
あ
な
た
み
た
い
な
方
の
前
で
、
お
話
す
る
ん
な
ら
（
四
一
10
）

そ
れ
や
、
あ
た
し
に
だ
つ
て
分
り
ま
し
て
よ
（
四
四
11
）

そ
れ
や
、
僕
は
知
り
ま
せ
ん
け
ど
（
四
九
11
）

こ
れ
や
、
よ
ほ
ど
俺
も
ど
う
か
し
て
ゐ
る
（
七
12
）

こ
れ
や
た
い
へ
ん
だ
と
思
つ
て
（
二
七
３
）

こ
れ
や
す
ま
ん
こ
と
を
し
た
（
三
四
６
）

お
や
、
こ
れ
や
、
い
け
ね
、
な
い
ぞ
（
五
〇
７
）

こ
れ
や
ま
だ
僕
の
い
た
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
す
が
（
四
二
10
）

こ
れ
や
、
病
気
で
せ
う
か
ね
（
五
五
３
）

こ
れ
さ
へ
あ
れ
や
、
も
う
大
丈
夫
だ
（
五
四
５
）

僕
が
つ
い
て
れ
や
、
い
い
ぢ
や
な
い
で
す
か
（
四
八
11
）

貯�

蓄
を
し
と
い
て
や
る
愛
情
が
な
け
れ
や
、
世
の
中
は
健
全
に
は
い
き
ま
せ

ん
か
ら
ね
（
四
六
３
）

イ
列
仮
名
表
記
の
コ
リ
ャ
も
少
し
あ
る
。

こ
り
や
、
い
け
ね
。（
五
四
８
）

な
お
、
念
の
た
め
、
こ
の
ほ
か
の
イ
列
仮
名
表
記
例
も
、
あ
る
程
度
示
し
て
お
く
。

そ
れ
ぢ
や
、
言
つ
た
（
八
９
）

ぢ
や
、
も
う
帰
つ
た
ん
か
し
ら
（
一
八
８
）

見
え
て
る
ん
ぢ
や
な
い
わ
（
一
九
３
）

　

�

他
に
「
ぢ
や
」（
一
八
12
）（
一
九
９
）（
二
三
７
）（
三
一
10
）
他
32
例

お
よ
り
し
な
く
ち
や
な
ん
な
い
の
よ
（
二
〇
１
）

変
つ
ち
や
ゐ
ま
せ
ん
よ
（
三
九
３
）

さ
ア
、
ま
ア
、
い
つ
ぱ
い
、
召
し
上
が
つ
ち
や
。（
三
七
６
）

　

�

他
に
「
ち
や
」（
四
一
４
）（
四
三
８
）（
四
四
２
・
７
）
他
５
例

そ
ん
な
こ
と
を
し
た
日
に
や
、
ま
た
あ
な
た
の
ご
主
人
に
（
四
三
11
）

よ
せ
ち
や
つ
て
（
二
七
４
）　　

ぶ
つ
倒
れ
つ
ち
や
つ
た
（
二
八
８
）

忘
れ
ち
や
つ
た
（
三
五
９
）　　

な
つ
ち
や
い
ま
し
た
（
三
六
10
）

さ
せ
ち
や
ふ
（
四
一
２
）　　

帰
つ
ち
や
つ
た
（
五
一
６
）
他
１
例

て
ら
つ
し
や
る
（
一
八
12
）（
一
九
６
）（
一
九
６
）（
二
三
10
）

ゐ
ら
つ
し
や
る
（
二
三
１
）（
三
四
１
）（
四
一
11
）

ゐ
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
（
二
五
６
）　　

仰
つ
し
や
い
よ
（
二
六
11
）

仰
つ
し
や
い
つ
て
ば
（
二
七
12
）

ナ
キ
ャ
も
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

お
酒
で
も
飲
ま
な
き
や
、
淋
し
く
つ
て
や
り
き
れ
な
く
（
三
六
10
）

不
孝
に
な
ら
な
き
や
な
ら
な
い
（
四
五
４
）

こ
の
ナ
キ
ャ
に
は
、『
花
花
』
と
同
じ
く
「
な
き
ア
」
の
例
も
あ
る
。

ち
よ
つ
と
ぐ
ら
ゐ
お
上
り
に
な
ら
な
き
ア
。（
三
六
７
９
）

さ
う
で
も
し
な
き
ア
、
ほ
ん
と
に
病
気
し
て
し
ま
ふ
（
三
六
11
）

御
免
し
て
下
さ
ら
な
き
ア
い
け
な
い
こ
と
よ
（
三
七
１
）
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仮
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一
〇
一

昭
和
一
〇
年
『
天
使
』（
創
元
社
）
も
極
め
て
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
数
だ
け
挙
げ
て
お
く
。

そ
れ
や
、
貞
子
さ
ん
を
あ
な
た
、
知
ら
な
い
か
ら
よ
（
二
五
11
）

そ
れ
や
、
貞
子
と
い
ふ
人
を
見
な
け
れ
や
、
何
と
も
云
は
れ
ま
せ
ん
（
二
六
８
）

し
か
し
、
そ
れ
や
、
難
し
い
こ
と
だ
が
（
三
五
13
）

そ
れ
や
、
君
も
困
る
だ
ら
う
（
二
五
四
９
）

そ
れ
や
、
き
つ
と
さ
う
で
せ
う
（
二
八
八
５
）

あ
の
方
、
そ
れ
や
親
切
な
い
い
人
だ
わ
（
二
九
八
１
）

こ
れ
や
、
も
う
す
ぐ
、
賛
美
歌
が
始
ま
る
な
（
二
九
10
）

困
つ
た
ね
、
こ
れ
や
。（
三
七
一
３
）

こ
れ
や
、
今
度
の
旅
は
苦
し
み
に
来
た
や
う
な
も
の
だ
（
三
一
九
10
）

向
ふ
に
見
え
る
の
は
、
あ
れ
や
大
島
だ
ら
う
（
一
一
二
９
）

帰
つ
て
良
け
れ
や
、
帰
る
よ
（
一
五
１
）

苦
し
け
れ
や
、
苦
し
い
と
云
ふ
の
が
、
僕
の
性
分
な
の
で
（
三
八
八
１
）

愛
し
て
ゐ
な
い
の
に
結
婚
し
な
け
れ
や
な
ら
ぬ
と
云
つ
て
（
三
七
13
）

そ
ん
な
こ
と
し
な
け
れ
や
い
い
で
せ
う
（
七
五
３
）

次
の
御
病
人
さ
ん
の
お
世
話
し
な
け
れ
や
、
い
け
ま
せ
ん
の
よ
（
七
五
２
）

さ
う
で
な
け
れ
や
、
僕
は
や
り
き
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
（
三
〇
五
２
）

無
理
を
し
な
け
れ
や
、
あ
の
親
父
は
（
三
三
八
２
）

ど
う
し
て
も
結
婚
し
な
け
れ
や
、
い
け
な
い
と
思
つ
て
ゐ
た
（
三
八
七
６
）

帰
り
た
け
れ
や
、
や
む
を
得
ま
い
（
三
六
三
１
）

（「
結
婚
し
た
け
り
や
」（
二
八
〇
２
）
も
あ
る
）

例
外
も
「
家
内
が
ゐ
な
け
り
や
、
い
い
で
せ
う
」（
八
〇
11
）・「
し
な
け
り
や
な

ら
ぬ
や
う
な
ら
」（
二
八
六
９
）
な
ど
少
し
あ
る
。
更
に
変
化
し
た
ナ
キ
ャ
は
、

な
る
の
だ
け
逃
げ
な
き
や
、
つ
ま
ら
な
い
よ
（
四
九
12
）

耳
が
垂
れ
な
き
や
、
ど
こ
か
へ
や
つ
て
し
ま
ふ
つ
て
（
二
七
六
５
）

毎
日
一
ぺ
ん
は
考
へ
な
き
や
い
け
な
い
よ
（
三
〇
〇
１
）

さ
せ
て
お
か
な
き
や
（
三
〇
五
11
）

も
う
帰
ら
な
き
や
、
い
け
な
い
わ
（
三
五
九
７
）

こ
の
よ
う
に
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

昭
和
一
三
年
の
『
春
園
』（
創
元
社
）
も
専
ら
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
程
度
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

そ
れ
や
困
る
よ
（
三
11
）

い
や
、
そ
れ
や
、
僕
は
そ
れ
で
も
い
い
が
（
三
12
）

い
や
、
そ
れ
や
、
喧
し
い
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
（
九
２
）

そ
れ
や
、
ど
つ
か
人
間
の
修
養
が
足
り
な
い
ん
だ
よ
（
一
九
13
）

し
か
し
、
そ
れ
や
、
裂
か
れ
る
と
こ
ろ
が
君
に
あ
つ
た
ん
だ
よ
（
二
一
２
）

そ
れ
や
、
困
る
け
ど
（
三
四
10
）　　

そ
れ
や
、
十
分
さ
う
だ
（
六
六
６
）

え
え
、
そ
れ
や
い
い
方
（
七
一
９
）

そ
れ
や
、
見
た
い
と
は
思
ふ
け
れ
ど
（
七
三
４
）

い
や
、
そ
れ
や
間
違
ひ
だ
な
（
七
四
５
）

そ
れ
や
、
安
心
だ
よ
（
一
〇
五
８
）

こ
れ
や
、
困
る
こ
と
に
な
つ
た
（
四
〇
２
）

こ
れ
や
、
夜
は
駄
目
だ
ね
（
八
五
11
）
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（
二
〇
二
四
）

一
〇
二

ま
ア
こ
ん
な
失
敗
は
、
当
分
は
し
な
け
れ
や
な
ら
ぬ
（
五
八
２
）

ナ
キ
ャ
は
『
時
計
』『
天
使
』
と
同
じ
く
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

ま
た
別
の
土
地
を
買
は
な
き
や
な
ら
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
（
九
５
）

も
少
し
涙
を
飲
ま
な
き
や
、
夫
人
の
価
値
が
な
い
ぢ
や
な
い
か
（
一
九
２
）

安
藤
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
か
な
き
や
、
い
け
な
い
ん
で
す
も
の
（
二
一
11
）

も
少
し
考
へ
る
暇
を
与
へ
な
き
や
。（
五
三
11
）

こ
の
ナ
キ
ャ
に
は
、『
花
花
』
と
同
じ
く
「
な
き
ア
」
も
あ
っ
た
。

勝
手
元
に
這
入
ら
な
き
ア
な
ら
ん
の
だ
（
八
五
７
）

な
お
、
呼
び
か
け
語
的
な
コ
リ
ャ
は
イ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
り
や
。」
と
叫
ん
で
足
を
は
だ
か
つ
た
（
九
７
）

昭
和
一
五
年
の
『
秘
色
』（
新
声
閣
）
収
録
の
、
表
題
作
『
秘
色
』
に
も
、
エ

列
仮
名
表
記
が
あ
る
が
、

そ
れ
や
ね
、
あ
な
た
の
お
神
さ
ん
と
は
違
ひ
ま
す
か
ら
ね
（
五
四
１
）

こ
れ
や
正
義
ぢ
や
（
七
11
）

こ
の
作
品
で
も
、
呼
び
か
け
語
コ
リ
ャ
コ
リ
ャ
は
、
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

こ
り
や
こ
り
や
。
い
た
づ
ら
や
め
ろ
。

「
こ
れ
」
＋
「
は
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
強
弱
が
表
記
に
表
れ
て
い
る
か
。

昭
和
一
五
年
『
旅
愁
』
第
一
篇
（
改
造
社
）
も
多
く
の
用
例
が
あ
る
た
め
詳
し

く
示
す
こ
と
は
省
く
が
、
ソ
リ
ャ
・
コ
リ
ャ
が
、「
そ
れ
や
、
惜
し
い
」「
そ
れ
や
、

さ
う
だ
と
」「
危
な
い
も
ん
だ
ね
そ
れ
や
。」「
こ
れ
や
、
ど
う
で
す
」「
こ
れ
や
残

念
だ
な
」
の
よ
う
に
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
昭
和
一
五
年
『
考
へ
る
葦　

横
光
利
一
集
』（
創
元
社
）
で
も
、
最
初

の
小
説
『
王
宮
』
の
例
や
、

き
つ
と
そ
れ
や
、
ギ
リ
シ
ヤ
の
王
妃
は
（
二
三
９
）

つ
ま
り
、
そ
れ
や
、
良
い
方
へ
ゆ
く
方
が
良
い
と
い
ふ
意
味
で
（
二
四
11
）

次
の
『
由
良
之
助
』
の
例
や
、

い
や
、
そ
れ
や
、
さ
う
だ
（
四
〇
１
）

そ
れ
や
も
う
定
つ
て
る
こ
と
だ
か
ら
（
四
〇
９
）

そ
れ
や
、
君
の
知
性
に
欠
陥
が
あ
る
か
ら
さ
（
四
九
４
）

い
や
、
そ
れ
や
違
ふ
（
五
三
７
）

何
と
い
ふ
そ
れ
や
心
ぢ
や
（
五
三
11
）

そ
れ
や
、
ど
う
い
ふ
こ
と
だ
（
五
五
４
）

そ
れ
や
、
こ
つ
ち
は
有
難
い
で
す
け
れ
ど
も
（
六
七
３
）

落
第
で
す
か
、
こ
れ
や
。（
三
九
13
）

も
し
戦
死
す
れ
や
、
ど
ん
な
に
気
持
が
い
い
か
と
思
ふ
ん
で
す
（
六
七
９
）

次
の
『
シ
ル
ク
ハ
ツ
ト
』
の
例
な
ど
、

こ
れ
や
何
ん
だ
い
（
八
二
11
）

該
当
す
る
例
は
全
て
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
一
六
年
の
『
菜
種
』（
甲
鳥
書
林
）
所
収
の
、『
天
城
』
に
お
い
て
も
、

畑
中
が
水
持
ち
な
ら
、
そ
れ
や
も
う
飲
ま
れ
て
る
ね
（
五
一
７
）

無
茶
だ
ね
こ
れ
や
。（
六
10
）　　

随
分
こ
れ
や
嶮
し
い
で
す
ね
（
二
〇
１
）

み
ん
な
の
水
を
飲
ん
で
、
こ
れ
や
す
ま
ん
ね
（
二
一
５
）

同
じ
く
『
終
点
の
上
で
』
に
お
い
て
も
、

そ
れ
や
、
あ
た
し
よ
り
あ
な
た
の
方
が
（
二
三
〇
１
）
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一
〇
三

そ
れ
や
あ
た
し
の
家
か
ら
来
て
変
つ
た
の
だ
と
（
二
三
六
１
）

そ
れ
や
、
や
は
り
気
の
弱
い
人
な
ん
だ
よ
（
二
四
五
７
）

こ
れ
や
、
お
れ
も
何
と
か
し
て
長
生
き
し
な
く
ち
や
な
ら
ん
（
二
二
九
９
）

こ
の
よ
う
に
、
該
当
す
る
部
分
は
全
て
エ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
昭
和
七
年
か
ら
九
年
こ
ろ
に
エ
列
仮
名
表
記
使

用
に
傾
き
、
そ
の
後
も
作
品
に
よ
っ
て
は
イ
列
仮
名
表
記
の
も
の
も
あ
る
が
、
昭

和
十
年
代
は
基
本
的
に
は
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
複
数
の
本
に
共
通
し
て
、「
な
け
れ
ば
」
か
ら
の
、
ナ
キ
ャ
は
イ
列
仮
名
表

記
の
「
な
き
や
」
で
あ
り
、
ナ
ケ
リ
ャ
は
エ
列
仮
名
表
記
の
「
な
け
れ
や
」
で
あ

る
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
た
。

三
葉
山
嘉
樹
も
、
途
中
か
ら
エ
列
仮
名
表
記
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
作
家
で

あ
る
が
、
二
つ
の
表
記
の
併
用
も
比
較
的
多
く
、
中
心
的
な
も
の
が
イ
列
仮
名
表

記
か
ら
エ
列
仮
名
表
記
に
な
る
と
い
う
変
化
の
よ
う
で
あ
る
。

大
正
一
五
年
の
作
品
集
『
淫
売
婦
』（
春
陽
堂
）
の
『
淫
売
婦
』
で
は
、

そ
れ
や
分
ら
ね
え
（
六
12
）

だ�

が
さ
う
し
な
け
れ
や
、
あ
の
女
は
薬
も
飲
め
な
い
し
（
三
一
４
）

以
上
の
二
つ
は
既
に
エ
列
仮
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
は
、
次
の
よ

う
に
通
常
の
イ
列
仮
名
で
あ
る
。

そ�

り
や
病
院
の
特
等
室
か
、
ど
こ
か
の
海
岸
の
別
荘
の
方
が
（
二
二
３
）

そ
り
や
金
持
ち
と
云
ふ
奴
さ
（
二
九
２
）

で
な
け
り
や
…
…
…
（
二
５
）

そ
し
て
病
院
に
行
か
な
け
り
や
」（
二
三
５
）

私�

が
働
か
な
け
り
や
年
と
つ
た
お
母
さ
ん
も
私
と
一
緒
に
生
き
て
は
行
け
な

い
ん
だ
の
に
（
一
六
２
）

卵
を
食
べ
さ
せ
て
男
に
蹂
躙
さ
れ
り
や
、
差
引
欠
損
に
な
る
（
三
一
７
）

知
り
た
き
や
教
へ
て
や
つ
て
も
い
ゝ
よ
（
二
九
１
）

な
お
、
元
の
語
の
末
尾
イ
列
音
の
場
合
は
当
然
イ
列
仮
名
表
記
な
の
で
あ
る
が
、

そ
の
例
も
一
応
示
し
て
お
く
（
非
拗
音
の
可
能
性
あ
る
も
の
も
含
む
）。

人
に
話
を
も
ち
か
け
る
時
に
や
、
相
手
が
返
事
を
出
来
る
や
う
な
（
六
10
）

楽
し
む
つ
て
訳
に
や
行
か
ね
え
ぜ
（
二
二
６
）

君
の
命
は
あ
り
や
し
な
い
よ
（
二
一
13
）

お
め
え
た
ち
や
、
皆
、
こ
ゝ
に
一
緒
に
棲
ん
で
ゐ
る
の
か
い
（
二
五
13
）

同
じ
作
品
集
収
録
の
『
山
抜
け
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
や
は
り
イ
列
仮
名
表
記
で

あ
る
が
、

そ
り
や
あ
気
が
つ
か
な
か
つ
た
が
（
五
四
13
）

家
に
居
り
や
あ
、
助
か
る
筈
が
な
い
ん
だ
か
ら
ね
（
五
五
１
）

で
な
け
り
や
、
も
う
、
今
時
分
慌
て
ゝ
そ
こ
ら
中
駈
け
ま
は
る
筈
（
六
一
13
）

１
例
だ
け
エ
列
仮
名
表
記
が
あ
る
。

駅
の
方
へ
で
も
行
つ
た
と
す
れ
や
、
未
だ
望
み
が
あ
り
ま
す
が
ね
（
六
二
１
）

元
の
語
末
イ
列
音
の
例
は
当
然
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

と
し
さ
の
家
は
あ
り
や
し
な
い
ぢ
や
な
い
か
（
五
八
８
）

同
じ
く
収
録
作
『
ど
こ
も
冷
た
い
』
で
は
、
イ
列
仮
名
表
記
の
み
で
あ
る
。
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四
）

一
〇
四

そ
り
や
、
あ
の
連
中
は
い
ゝ
気
持
ぢ
や
あ
る
ま
い
よ
（
七
二
２
）

長
く
居
る
と
す
り
や
あ
、「
奴
等
」
が
出
て
行
く
だ
ら
う
（
七
一
13
）

三
分
も
す
り
や
息
を
吹
つ
か
へ
す
さ
（
七
四
13
）

今
度
は
ぬ
か
ら
な
い
や
う
に
や
ら
な
き
や
い
け
な
い
（
七
六
６
）

元
の
語
末
イ
列
音
の
例
は
次
が
あ
っ
た
。

わ
た
し
や
、
あ
そ
こ
で
待
つ
て
る
よ
（
八
二
12
）

同
『
出
し
や
う
の
な
い
手
紙
』
に
は
、
エ
列
仮
名
表
記
も
見
ら
れ
る
。

そ
れ
や
罰
当
り
だ
（
一
三
九
９
）

さ
う
す
れ
や
、
何
の
未
練
も
な
く
引
き
上
げ
ま
す
か
ら
ね
（
一
四
三
１
）

し
か
し
右
の
ス
リ
ャ
は
イ
列
仮
名
表
記
も
あ
る
。

俺�

が
一
時
間
の
余
も
待
つ
と
す
り
や
、
子
供
等
は
も
う
二
時
間
も
待
つ
て
る

だ
ら
う
（
一
四
一
12
）

も
う
四
五
日
待
た
な
き
や
な
ら
な
い
（
一
三
九
13
）

同
『
追
跡
』
も
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

そ
り
や
、
君
達
が
勝
手
に
立
つ
て
ゐ
る
だ
け
の
こ
と
だ
（
一
九
九
３
）

汽
車
に
乗
つ
ち
ま
ひ
す
り
や
あ
、
暖
か
い
や
（
一
九
二
７
）

病
院
で
な
け
り
や
、
お
前
な
ん
ぞ
が
（
一
九
九
５
）

同
『
赤
い
荷
札
』
も
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

お
と
な
し
く
し
な
け
り
や
、
駄
目
ぢ
や
な
い
か
（
二
二
〇
２
）

も
少
し
取
扱
を
注
意
し
て
貰
は
な
き
や
困
る
（
二
一
六
６
）

同
『
住
む
べ
き
処
を
求
め
て
』
に
は
エ
列
仮
名
表
記
ナ
キ
ャ
「
な
け
や
」
が
１
例

見
ら
れ
る
。

で
な
け
や
、
こ
ん
な
晩
は
、
若
い
者
だ
つ
て
遊
び
に
出
な
い
（
二
三
一
６
）

こ
れ
以
外
は
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

そ
り
や
も
う
、
俺
に
は
分
つ
て
る
さ
（
二
三
一
６
）

線
路
伝
ひ
に
行
き
や
あ
、
造
作
は
ね
え
さ
（
二
三
三
３
）

此
処
さ
へ
、
う
ま
く
抜
け
出
し
や
、
又
、
何
と
か
な
る
だ
ら
う
（
二
三
四
２
）

三
円
が
と
こ
も
乗
り
や
、
一
晩
は
越
せ
る
だ
ら
う
（
二
三
四
10
）

同
『
春
の
悩
み
』
で
は
ナ
キ
ャ
は
通
常
の
イ
列
仮
名
で
あ
る
。

「�

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
運
動
」
が
起
ら
な
き
や
、
な
ら
な
か
つ
た
ん
だ
（
二

四
三
７
）

同
『
労
働
者
の
居
な
い
船
』
も
全
て
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

　

そ
り
や
表う
は

面つ
ら

の
こ
つ
た
、
そ
ん
な
も
ん
ぢ
や
な
い
や
（
二
五
九
４
）

上
下
か
ら
焙
り
や
こ
そ
、
あ
の
位
に
酔
つ
払
へ
る
（
二
六
二
４
）

酔
つ
払
つ
て
へ
ど
吐
き
や
、
臭
い
に
極
つ
て
ら
（
二
七
〇
９
）

二
時
間
や
三
時
間
で
死
ん
で
臭
く
な
り
や
、
酒
あ
一
日
で
（
二
七
〇
９
）

ボ
ー
ス
ン
、
ボ
ー
ス
ン
と
立
て
と
き
や
、
い
や
に
親
方
振
り
や
が
つ
て

　
（
二
七
〇
13
）

以
上
の
と
お
り
、
作
品
集
『
淫
売
婦
』
に
は
、
イ
列
仮
名
表
記
が
多
く
、
少
し
エ

列
仮
名
表
記
が
あ
る
（
元
「
そ
れ
は
」
及
び
「
仮
定
形
＋
ば
」
の
例
の
う
ち
、
イ

列
仮
名
31
例
、
エ
列
仮
名
６
例
と
な
る
）。

同
じ
く
大
正
一
五
年
『
海
に
生
く
る
人
々
』（
改
造
社
）
は
例
は
少
し
挙
げ
る

に
と
ど
め
る
が
、
仮
定
形
＋
「
ば
」
か
ら
の
も
の
は
イ
列
仮
名
表
記
、「
そ
れ
」

＋
「
は
」
か
ら
の
ソ
リ
ャ
は
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。



久
保
田
　

篤
　

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

一
〇
五

倉さ
う

庫こ

の
番ば
ん

さ
へ
し
て
り
や
、
そ
れ
で
沢た
く

山さ
ん

だ
ら
う
（
三
２
）

す
ぐ
く
た
ば
り
や
も
つ
と
傷き
づ

が
軽か
る

い
わ
け
さ
（
二
三
４
）

黙だ
ま

つ
て
休や

す

み
や
い
い
さ
（
四
三
11
）

闘た
ゝ
か

は
な
け
り
や
な
ら
ん
（
三
五
11
）

ハ
ツ
キ
リ
知し

ら
な
き
や
な
ら
な
い
ん
だ
（
三
一
13
）

そ
れ
や
あ
君き
み

、
泥ど
ろ

棒ぼ
う

猫ね
こ

だ
か
ら
さ
（
三
〇
２
）

そ
れ
や
僕ぼ
く

に
限か
ぎ

つ
た
こ
つ
ち
や
な
い
ぜ
（
五
八
６
）

そ
れ
や
ね
、
誰だ
れ

も
払は
ら

は
ん
と
は
云い

は
ん
の
だ
が
（
六
五
７
）

昭
和
二
年
の
作
品
集
『
浚
渫
船
』（
春
陽
堂
、
文
壇
新
人
叢
書
５
）
の
最
初
の

『
乳
色
の
靄
』
で
は
、
や
は
り
通
常
の
イ
列
仮
名
表
記
が
多
い
。

そ
り
や
お
前
の
バ
ス
ケ
ツ
ト
か
い
？
（
一
六
11
）

そ
り
や
俺
ん
だ
よ
（
一
七
11
）

そ
り
や
又
ど
う
云
ふ
訳
で
か
い
？
（
二
一
４
）

若
し
捕
つ
て
り
や
偽
物
だ
よ
（
七
10
）

よ
し
、
か
う
な
り
や
や
け
く
そ
だ
（
二
五
８
）

あ
ん
な
に
あ
そ
こ
に
集
つ
て
る
処
を
見
り
や
、
外
の
処
が
手
薄
に
（
二
八
４
）

近
く
で
や
り
や
あ
、
あ
い
つ
ら
が
目
星
を
つ
け
ら
れ
ら
あ
な
（
二
八
５
）

そ
れ
に
相
当
し
た
事
を
し
な
け
り
や
損
だ
！
（
八
７
）

罪
人
共
を
外
に
出
さ
な
け
り
や
、
取
締
り
の
法
が
つ
か
な
い
（
一
三
10
）

捕
縄
を
か
け
ら
れ
て
ゐ
な
け
り
や
な
ら
な
い
ん
だ
の
に
（
二
七
12
）

知
つ
て
な
き
や
、
そ
ん
な
無
茶
苦
茶
な
事
が
云
へ
る
筈
は
（
一
七
７
）

一
人
で
な
き
や
駄
目
さ
（
二
八
９
）

右
の
「
な
き
や
」
２
例
と
と
も
に
次
の
「
な
け
や
」
２
例
も
あ
る
。

打
つ
捨
ら
か
し
と
か
な
け
や
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
（
一
七
12
）

で�

な
け
や
、
一
人
が
一
人
づ
つ
連
れ
て
歩
い
て
仕
事
が
出
来
る
訳
は
な
い
か

ら
な
（
二
八
10
）

な
お
、
イ
列
仮
名
＋
「
あ
」
の
例
も
あ
っ
た
。

お�

い
ら
あ
、
一
日
娑
婆
に
居
り
あ
、
お
前
さ
ん
な
ん
か
ゞ
、
十
年
暮
し
て
る

よ
り
か
（
五
３
）

同
作
品
集
収
録
の
表
題
作
『
浚
渫
船
』
は
イ
列
仮
名
表
記
の
み
で
あ
る
。

（
俺
に
や
覚
悟
が
出
来
て
る
ん
だ
（
三
三
７
）　

他
に
「
に
や
」（
三
七
11
））

あ
り
や
腐
つ
た
臓
腑
だ
け
つ
か
入
つ
て
ね
え
ん
だ
（
三
九
７
）

そ
れ
で
傷
が
癒
り
や
、
医
者
な
ん
ぞ
食
ひ
上
げ
だ
（
三
五
７
）

働
け
な
く
な
り
や
食
へ
な
い
ん
だ
（
四
六
４
）

ど
ん
詰
り
ま
で
行
き
や
あ
、
俺
だ
つ
て
、
虫
け
ら
た
あ
違
ふ
（
三
五
10
）

昭
和
三
年
『
新
選
葉
山
嘉
樹
集
』（
改
造
社
）
所
収
の
『
誰
が
殺
し
た
か
』
は
、

両
表
記
併
用
で
あ
る
。

そ
り
や
ひ
ど
い
の
で
す
（
四
二
上
11
）

よ
く
さ
へ
な
り
や
、
坊
た
ち
に
今
ま
で
よ
り
楽
を
さ
せ
て
や
る
（
三
五
上
７
）

俺
は
出
な
け
り
や
な
ら
な
い
（
二
六
下
８
）

そ
れ
や
分
つ
て
ゐ
ま
す
（
四
二
上
７
）

何
で
も
か
で
も
俺
は
生
き
な
け
れ
や
な
ら
な
い
（
二
六
下
９
）

昭
和
四
年
の
改
造
文
庫
『
労
働
者
の
居
な
い
船
』
収
録
の
『
港
町
の
女
』
で
は
、

次
の
よ
う
に
両
表
記
が
同
程
度
に
見
ら
れ
る
。
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一
〇
六

そ
り
や
僕
だ
つ
て
（
八
七
７
）

考
か
ん
が
へ

を
決き

め
て
置お

か
な
け
り
や
な
ら
な
い
（
八
一
５
）

で�
な
け
り
や
、
何な
ん

で
も
な
い
事こ
と

に
あ
ん
な
に
は
し
や
げ
る
訳わ
け

の
も
の
ぢ
や
な

い
だ
ら
う
（
八
七
９
）

そ
れ
や
全ま
つ
た

く
腹は
ら
の
立た

つ
、
癪し
や
く

に
障さ
は

る
、
恥は
づ
か

し
い
、
生な
ま

意い

気き

な
こ
と
（
九
一
11
）

本ほ
ん

船せ
ん

に
帰か
へ

ら
な
け
や
な
ら
な
い
ん
だ
か
ら
な
あ
（
八
八
１
）

高か
う

等と
う

海か
い

員ゐ
ん

に
で
も
な
ら
な
け
や
、
や
り
切き

れ
な
い
ほ
ど
苦く
る

し
い
（
九
五
15
）

な
お
、「
ち
や
」「
ぢ
や
」
以
外
の
ア
列
拗
音
表
記
用
例
と
し
て
以
下
の
も
の
が

あ
り
、
一
応
示
し
て
お
く
。

嫌き
ら

ひ
で
な
ん
か
、
あ
り
や
し
な
い
ん
だ
よ
（
八
八
５
）

話は
な
し

に
な
り
や
し
な
い
わ
（
九
六
４
）

そ
ん
な
お
馬ば

鹿か

さ
ん
に
や
、
私わ
た
し

た
ち
の
皮か
は

だ
つ
て
見み

え
や
し
な
い
（
九
〇
14
）

ひ
し
や
が
れ
、
苛さ

い
な

ま
れ
て
（
八
三
16
）

は
し
や
い
で
る
（
八
七
３
）

聞
い
て
ら
つ
し
や
い
（
九
三
４
）

同
じ
昭
和
四
年
の
『
稚
き
闘
士
』（
日
本
評
論
社
、
新
作
長
編
選
集
）
で
は
、

音
融
合
部
分
が
、
次
の
よ
う
な
片
仮
名
ア
を
用
い
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
少
し

だ
け
例
を
示
す
。

終し
ま

ひ
ま
で
や
ら
な
き
ア
駄だ

目め

だ
よ
（
一
二
10
）

家か

督と
く

で
な
け
れ
ア
、
俺お
れ

の
子こ

に
し
度て

え
位く
れ

え
だ
（
一
三
４
）

女お
ん
な

の
子こ

で
も
産う

む
と
な
れ
ア
、
男お
と
こ

の
子こ

も
産う
ま

れ
な
い
訳わ
け

は
ね
え
か
ら
な
ア

（
一
三
５
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
き
ア
」
は
拗
音
と
見
ら
れ
る
が
、「
れ
ア
」
の
ほ
う
は
文
字
通

り/rea/

の
非
拗
音
と
も
拗
音
の
可
能
性
あ
る
と
も
見
ら
れ
る（
６
）。

昭
和
五
年
『
誰
が
殺
し
た
か
？
』（
日
本
評
論
社
）
に
は
、
先
に
示
し
た
『
新

選
葉
山
嘉
樹
集
』
所
収
の
『
誰
が
殺
し
た
か
』
の
続
き
も
付
加
し
た
『
誰
が
殺
し

た
か
？
』（
書
名
と
目
次
で
は
？
が
加
わ
っ
て
い
る
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
初

め
の
共
通
部
分
の
表
記
は
、
先
に
示
し
た
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ

に
は
付
加
部
分
の
用
例
を
示
す
。

そ
れ
や
俺
の
せ
い
ぢ
や
な
い
よ
（
一
二
二
13
）

こ
れ
や
、
ど
う
し
た
つ
て
ん
だ
（
一
二
二
11
）

欲ほ

し
け
れ
や
、
何な
ん

で
も
か
つ
こ
み
や
が
れ
（
一
三
六
７
）

こ�

ん
な
時と
き

で
ゝ
も
無な

け
れ
や
、
俺お
れ

た
ち
は
大お
ほ

き
な
洋や
う

食し
や
く

屋や

な
ん
か
に
や
入は
い

れ
ね
え
か
ら
な
（
一
一
九
３
）

通と
ほ

ら
な
け
れ
や
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
（
一
三
四
13
）

考か
ん
が

へ
ん
け
れ
や
い
か
ん
（
一
五
九
10
）

俺お
れ

ん
と
こ
の
地ぢ

所し
よ

を
歩あ
る

か
な
け
や
い
ゝ
だ
ら
う
（
一
三
五
２
）

い
よ
〳
〵
食
へ
な
け
や
そ
の
時
の
こ
つ
た
（
一
六
〇
６
）

以
上
の
よ
う
に
、
専
ら
エ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。
但
し
ナ
キ
ャ
に
は
「
薬く
す
り

を
持も

つ
て
か
な
き
や
駄だ
　
め目
ぢ
や
な
い
か
（
一
二
六
２
）」
も
あ
っ
た
。
な
お
、
元
の
語

末
イ
列
音
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

し
よ
う
が
あ
り
や
し
な
い
（
一
二
二
12
）

肉に
く

も
稀た
ま

に
や
欲ほ

し
い
わ
い
（
一
一
六
４
）

そ
う
せ
に
や
い
か
ん
（
一
五
五
10
）（
一
五
六
４
）



久
保
田
　

篤
　

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

一
〇
七

俺お
れ

た
ち
や
ス
ー
プ
の
材ざ
い

料れ
う

の
上う
へ

に
直ぢ

か
に
寝ね

る
の
か
い
（
一
一
九
６
）

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
付
加
部
分
で
は
、
既
に
エ
列
仮
名
表
記
専
用
で
あ
る
が
、
同

じ
こ
の
『
誰
が
殺
し
た
か
？
』
収
録
の
『
海
底
に
眠
る
マ
ド
ロ
ス
の
群
』
で
は
、

次
の
よ
う
に
、「
～
れ
ば
」
か
ら
の
リ
ャ
が
通
常
の
イ
列
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い

る
。

自じ

由い
う

の
眼め

を
擦こ
す

つ
て
り
や
、
世せ

話わ

あ
ね
え
事こ
と

あ
世せ

話わ

が
ね
え
（
一
八
三
13
）

や
つ
て
り
や
い
ゝ
ぢ
や
ね
え
か
（
一
九
三
10
）

も�

う
三
十
年
も
前
に
船
に
乗
つ
て
り
や
、
い
い
ボ
ー
ス
ン
に
な
れ
た
ら
う
に

な
あ
（
一
九
四
５
）

昭
和
一
〇
年
の
『
今
日
様
』（
ナ
ウ
カ
社
）
所
収
の
『
山
谿
に
生
く
る
人
々
─

生
き
る
為
に
─
』
に
お
い
て
も
、
既
に
エ
列
仮
名
表
記
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

あ
ん
た
だ
け
な
ら
、
そ
れ
や
い
い
か
も
知
れ
な
い
け
ど
（
九
一
１
）

そ
れ
や
、
俺
だ
つ
て
、
ど
こ
か
で
、
楽
な
生
活
が
出
来
れ
ば
（
九
一
４
）

こ
つ
ち
だ
つ
て
、
そ
れ
や
一
つ
や
二
つ
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
（
一
〇
〇
10
）

そ
れ
や
あ
ね
。
掘
れ
ば
出
な
い
事
は
な
い
で
せ
う
け
ど
（
一
二
九
８
）

や
、
こ
れ
や
あ
、
ど
う
も
（
一
四
〇
13
）

早
速
困
ら
な
け
や
な
ら
ん
が
（
九
二
10
）

そ
れ
さ
へ
忘
れ
な
け
や
い
い
ぢ
や
な
い
の
（
九
三
９
）

腹
を
立
て
な
け
や
な
ら
な
い
時
に
は
（
九
六
13
）

鯉�

で
も
活
か
し
て
お
か
な
け
や
、
活
き
た
魚
な
ん
て
、
外
の
も
の
は
手
に
入

り
ま
せ
ん
（
一
三
九
12
）

下
の
方
に
足
場
を
作
ら
な
け
や
な
ら
な
か
つ
た
ん
で
（
一
三
三
１
）

俺�

一
人
が
、
何
か
人
生
を
探
究
し
な
け
れ
や
な
ら
ん
、
と
云
ふ
訳
は
あ
る
ま

い
（
八
三
９
）

力
を
入
れ
な
け
れ
や
抜
け
や
し
な
い
ぢ
や
な
い
か
（
八
六
10
）

そ
の
飛
ば
つ
ち
り
を
浴
び
な
け
れ
や
、
な
ら
な
い
ん
で
す
も
の
ね
（
九
三
８
）

ハ
ツ
パ
を
か
け
れ
や
、
石
が
飛
ぶ
の
は
当
り
前
ぢ
や
な
い
か
（
一
四
一
２
）

但
し
右
の
よ
う
な
部
分
で
も
、
イ
列
仮
名
表
記
が
少
し
見
ら
れ
る
。

あ
り
や
昔
噺
だ
ぜ
（
一
〇
四
12
）

そ
り
や
あ
、
ハ
ツ
パ
を
か
け
て
石
が
飛
ば
な
い
や
う
ぢ
や
（
一
四
一
３
）

徹�

底
的
に
防
備
し
て
貰
は
な
け
り
や
、
工
事
を
中
止
し
て
貰
ふ
以
外
に
あ
り

あ
せ
ん
よ
（
一
四
〇
９
）

抜
け
な
き
や
落
ち
つ
こ
な
い
つ
て
の
で
（
一
三
三
３
）

な
お
、
エ
列
仮
名
表
記
の
想
定
さ
れ
な
い
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
全
て
通
常
の
イ

列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

光
線
ぢ
や
な
い
か
（
八
〇
３
）

あ
ん
た
の
値
打
が
上
る
つ
て
訳
ぢ
や
、
あ
る
ま
い
し
（
九
三
６
）

を
か
し
い
じ
や
な
い
か
（
八
六
10
）　

他
に
「
ぢ
や
」
は
多
数
あ
り

あ
れ
ぢ
や
あ
、
姑
で
な
く
た
つ
て
、
音ね

を
上
げ
ち
や
う
ね
（
一
〇
七
７
）

そ
ん
な
利
害
得
失
ぢ
や
あ
無
い
（
一
五
二
９
）

ぢ
や
あ
よ
し
（
八
二
４
）

ぢ
や
あ
、
い
い
か
ら
好
き
な
や
う
に
し
て
遊
び
な
（
八
八
３
）

そ
ん
な
こ
と
喋
舌
つ
ち
や
い
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
」（
一
三
一
８
）

俺
達
に
や
分
ら
な
い
ん
だ
ら
う
か
（
一
五
四
５
）
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五
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（
二
〇
二
四
）

一
〇
八

世
の
中
の
歯
車
が
嵌
り
込
ん
ぢ
や
つ
た
ん
だ
（
九
二
10
）

流
れ
ち
や
つ
た
ん
だ
（
一
三
一
６
）　

他
に
「
ち
や
つ
た
」
３
例

ち
や
ん
と
し
た
（
八
二
２
・
３
）　　

チ
ヤ
ン
と
入
つ
て
た
ん
だ
し
（
八
六
８
）

武
ち
や
ん
（
八
五
８
）　　

睦
ち
や
ん
（
一
〇
八
７
）

ウ
ヒ
ヤ
ー
ツ
（
一
一
一
３
）

昭
和
一
四
年
『
山
の
幸
』（
日
本
文
学
社
）
所
収
の
『
濁
流
』
も
、
基
本
的
に

は
エ
列
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
や
駄
目
だ
（
八
二
８
）

お
う
い
、
あ
れ
や
あ
飯
塲
の
屋
根
だ
ぞ
（
一
〇
六
12
）

川
向
う
か
ら
押
さ
へ
な
け
れ
や
法
が
つ
か
ね
え
（
八
二
９
）

雨
で
も
抜
け
る
程
降
ら
な
け
れ
や
お
め
え
（
九
八
４
）

食
は
な
け
や
参
つ
て
し
ま
ふ
ぢ
や
な
い
か
（
七
八
14
）

右
の
「
な
け
や
」
に
は
、
イ
列
仮
名
表
記
も
１
例
見
ら
れ
る
。

カ�

フ
ス
ボ
タ
ン
が
無
き
や
、
シ
ヤ
ツ
の
袖
が
ダ
ブ
ダ
ブ
し
て
具
合
が
悪
い
か

ら
の
う
（
九
二
11
）

こ
の
例
は
助
動
詞
で
は
な
く
形
容
詞
で
、
か
つ
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
点
が
関
わ

る
（
意
味
が
す
ぐ
に
は
喚
起
さ
れ
な
い
平
仮
名
表
記
の
場
合
は
、
元
の
語
形
が
分

か
り
や
す
い
表
記
に
し
た
い
と
い
う
意
識
が
、
よ
り
生
じ
る
か
）
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
１
例
ず
つ
な
の
で
何
と
も
言
い
難
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
な
お
、
イ
列
仮

名
表
記
例
を
一
応
示
し
て
お
く
。

真
つ
黑
ぢ
や
な
い
か
。
そ
の
上
、
虫
が
半
分
以
上
食
つ
て
る
ぢ
や
な
い
か

（
七
五
２
）

今
行
つ
た
ん
ぢ
や
、
詰
ま
ら
ん
ぢ
や
な
い
か
（
九
七
）

こ
ん
な
玩
具
み
た
い
な
隧
道
ぢ
や
、
も
う
俺
の
す
る
仕
事
は
（
九
四
11
）

　
「�

ぢ
や
」
他
に
（
七
八
６
）（
八
三
14
）（
九
三
９
）（
九
三
11
）（
九
七
７
）

（
九
七
７
）（
九
七
10
）（
九
八
２
）（
一
〇
一
８
）（
一
〇
一
９
）

　

 

（
一
〇
二
８
）（
一
〇
七
８
）

そ
ん
な
非
国
民
に
、
腹
一
杯
食
は
れ
ち
や
堪
ら
ん
か
ら
（
七
八
４
）

ア
ラ
を
見
ら
れ
ち
や
堪
ら
ん
（
八
一
９
）

わ
し
等
も
手
を
焼
い
と
る
ん
ぢ
や
（
八
六
２
）

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
手
だ
け
長
く
拵
へ
て
あ
る
ん
ぢ
や
ら
う
（
九
二
13
）

助
か
る
ち
う
も
ん
ぢ
や
（
八
六
３
）

こ
れ
で
親
方
と
名
が
つ
い
て
ゐ
る
ん
ぢ
や
（
九
九
11
）

「
シ
ャ
ー
」
と
聞
こ
え
る
複
雑
な
音
（
九
三
14
）

俺
た
ち
や
非
国
民
ぢ
や
ね
え
ぞ
（
九
八
６
）

こ
れ
よ
り
や
ま
し
だ
（
八
四
７
）

イ
列
仮
名
＋
「
あ
」
も
１
例
あ
っ
た
。

わ
た
し
あ
と
て
も
辛
抱
が
出
来
な
い
か
ら
。（
一
〇
二
２
）

以
上
の
よ
う
に
、
や
は
り
昭
和
一
〇
年
頃
に
は
基
本
が
エ
列
仮
名
表
記
と
な
っ

た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
な
け
れ
ば
」
か
ら
の
ナ
キ
ャ
は
、
横
光
利
一

と
は
異
な
り
、
第
一
節
で
例
を
示
し
た
佐
藤
春
夫
と
同
じ
で
、
エ
列
仮
名
表
記

「
な
け
や
」
で
あ
っ
た
。



久
保
田
　

篤
　

昭
和
戦
前
期
の
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
─
─
横
光
利
一
・
葉
山
嘉
樹
・
井
上
友
一
郎
の
場
合
─
─

一
〇
九

四
井
上
友
一
郎
の
場
合
は
、
初
め
か
ら
エ
列
仮
名
表
記
も
見
ら
れ
両
表
記
併
用
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
エ
列
仮
名
表
記
中
心
に
な
る
と
い
う
変
化
で
あ
る
。

昭
和
一
四
年
『
波
の
上
』（
砂
子
屋
書
房
）
収
録
作
品
の
う
ち
、『
資
本
』
に
つ

い
て
は
、「
こ
り
や
」「
こ
れ
や
」
両
方
の
表
記
が
見
ら
れ
る
点
を
別
稿
に
少
し
述

べ
た
の
で
、
コ
リ
ャ
以
外
の
用
例
を
示
し
て
お
く
。

わ
た
し
な
ん
て
、
そ
り
や
、
や
は
り
水
物
で
す
（
八
四
６
）

下
手
に
現
ナ
マ
を
握
つ
と
り
や
、
ま
る
で
わ
が
身
を
つ
ぶ
し
食
ひ
に
す
る
や

う
な
も
ん
で
（
七
六
９
）

続
く
『
餓
鬼
』
を
見
る
と
、「
こ
れ
や
」
が
あ
る
。

こ
れ
や
先
生
も
強
欲
だ
と
お
つ
し
や
る
筈
だ
よ
（
一
〇
二
４
）

次
の
『
流
れ
の
音
』
に
は
イ
列
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
。

と
に
か
く
一
寸
来
て
く
れ
り
や
い
ゝ
（
一
四
三
12
）

『
高
円
寺
』
に
は
両
方
の
表
記
が
あ
る
。

全
く
そ
れ
や
大
げ
さ
ね
（
二
〇
一
５
）

そ
れ
や
、
こ
れ
で
い
け
な
い
と
は
誰
も
云
は
な
い
よ
（
二
〇
五
２
）

こ
り
や
意
味
な
い
な
（
二
〇
九
７
）

『
駅
』
に
は
エ
列
仮
名
表
記
の
例
が
多
い
。

僕
も
一
寸
出
か
け
な
き
や
な
ら
な
い
ん
で
（
二
三
三
10
）

そ
れ
や
昼
間
だ
つ
て
此
処
は
田
舎
だ
よ
（
二
四
七
５
）

そ
れ
や
仕
方
が
な
い
が
ね
（
二
五
一
８
）

そ
れ
や
さ
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
（
二
五
四
９
）

そ
れ
や
、
一
体
何
の
意
味
だ
い
（
二
六
二
４
）

お
れ
や
お
目
に
は
掛
れ
ね
え
つ
て
云
ふ
ん
だ
（
二
六
〇
８
）

そ
つ
と
お
通
り
に
な
れ
や
、
ま
さ
か
食
つ
て
掛
り
も
し
ま
す
ま
い
（
二
六
五
８
）

こ
の
よ
う
に
、
両
表
記
併
用
で
あ
る
が
、
エ
列
仮
名
表
記
も
初
め
か
ら
結
構
用
い

て
い
た
。

昭
和
一
五
年
『
残
夢
』（
青
木
書
店
）
所
収
の
表
題
作
『
残
夢
』
は
、
既
に
以

下
の
よ
う
に
エ
列
仮
名
表
記
ほ
ぼ
専
用
と
な
っ
て
い
る
。

判�

っ
た
と
思
つ
て
ゐ
て
も
、
そ
れ
や
要
す
る
に
、
世
間
の
唯
の
人
間
に
判
る

程
度
に
し
か
、
判
ら
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
（
七
９
）

そ
れ
や
黒
田
君
、
一
つ
や
つ
て
み
た
ま
へ
（
八
２
）

そ
れ
や
よ
か
つ
た
な
（
五
三
７
）

そ�

れ
や
、
ち
や
ん
と
原
稿
も
書
き
、
用
事
の
な
い
時
は
早
く
家
に
帰
つ
て
下

す
つ
た
ら
（
一
四
７
）

御
自
分
は
そ
れ
や
面
白
い
（
一
三
６
）

そ
れ
や
、
み
つ
と
も
な
い
（
五
五
２
）

そ
れ
や
悪
か
つ
た
（
六
六
11
）

そ
れ
や
踊
り
た
け
れ
ば
行
つ
て
も
い
い
が
ね
（
一
〇
一
６
）

そ
れ
や
春
尾
、
東
京
に
ゐ
た
い
ん
だ
け
れ
ど
（
一
一
四
３
）

そ
れ
や
困
る
だ
ら
う
（
一
一
四
11
）

も
つ
と
も
、
そ
れ
や
責
任
の
あ
る
話
ぢ
や
な
い
（
一
二
九
５
）

い
や
、
何
で
も
な
い
の
だ
。
あ
れ
や
、
さ
う
い
ふ
女
な
ん
だ
（
六
三
７
）
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一
一
〇

そ
ん
な
に
を
か
し
け
れ
や
、
止
し
た
ら
い
ゝ
だ
ら
う
（
一
三
４
）

面
白
け
れ
や
、
お
前
も
や
つ
た
ら
ど
う
だ
（
一
三
８
）

行
き
た
け
れ
や
行
け
と
云
つ
た
ぢ
や
な
い
か
（
八
七
７
）

原
稿
な
ん
ぞ
も
書
け
な
け
や
、
五
年
で
も
十
年
で
も
書
け
な
い
（
一
四
８
）

図
々
し
い
つ
た
ら
あ
れ
や
し
な
い
わ
（
一
〇
八
３
）

右
の
最
後
の
例
の
「
あ
り
は
」
か
ら
の
ア
リ
ャ
は
、
他
は
全
て
次
の
よ
う
に
イ

列
仮
名
表
記
で
あ
っ
て
、
右
の
例
は
例
外
と
な
る
。

み
つ
と
も
な
い
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
わ
（
七
〇
３
）

急
に
そ
ん
な
手
あ
り
や
し
な
い
わ
（
七
六
５
）

ま
つ
た
く
現
金
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
（
七
六
９
）

全
く
野
暮
と
云
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
（
八
八
３
）

全
く
生
意
気
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
（
一
一
八
５
）

だ
ら
し
な
い
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
（
一
一
八
９
）

や
は
り
同
じ
リ
ャ
で
も
、「
～
れ
」
＋
「
は
」「
ば
」
か
ら
の
リ
ャ
は
エ
列
仮
名
表

記
、「
～
り
」
＋
「
は
」
か
ら
の
リ
ャ
は
イ
列
仮
名
表
記
と
い
う
意
識
の
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、「
～
れ
ば
」
か
ら
の
場
合
、
形
容
詞
・
形
容
詞
型
活
用

助
動
詞
は
右
に
示
し
た
よ
う
に
「
～
け
れ
や
」
と
い
う
エ
列
仮
名
表
記
だ
が
、
動

詞
は
次
の
よ
う
に
「
～
り
や
」
と
い
う
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
る
。

ダ
ン
サ
ー
で
も
や
つ
て
く
れ
り
や
、
差
当
り
凌
い
で
い
く
こ
と
も
（
一
二
12
）

明
け
り
や
ダ
ン
サ
ー
の
涙
雨
よ
（
一
〇
三
７
）

ナ
キ
ャ
は
、「
な
け
や
」
１
例
が
あ
っ
た
が
、「
な
き
や
」
２
例
も
見
ら
れ
た
。

一
時
の
約
束
を
三
時
に
来
な
き
や
い
け
な
い
や
う
な
（
二
八
１
）

そ
れ
が
信
用
し
て
頂
け
な
き
や
、
す
ぐ
東
京
へ
帰
り
ま
す
（
九
五
12
）

こ
の
作
品
も
、
イ
列
仮
名
表
記
が
想
定
さ
れ
る
部
分
が
、
予
想
ど
お
り
全
て
イ
列

仮
名
表
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
応
示
し
て
お
く
。

も
う
日
本
ぢ
や
踊
り
な
ん
か
や
れ
な
く
な
る
ぜ
（
四
３
）

そ
れ
は
同
じ
こ
と
ぢ
や
な
い
か
（
九
８
）

待�

た
せ
て
ゐ
た
わ
け
ぢ
や
な
い
し
、
要
す
る
に
大
し
た
こ
と
ぢ
や
な
い
（
二

四
13
）

駄
目
よ
、
こ
の
雨
ぢ
や
。（
一
二
三
９
）

　

同
様
の
「
ぢ
や
」
他
に
40
例
ほ
ど

ぢ
や
高
木
君
の
奥
さ
ん
に
は
さ
う
云
つ
て
断
は
る
か
ら
ね
（
一
四
13
）

ぢ�

や
、
そ
の
お
昼
き
つ
か
り
に
、
美
松
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ボ
ツ
ク
ス
の
前

の
席
で
（
三
八
12
）　　
　

同
様
の
「
ぢ
や
」
他
に
８
例

ぢ
や
あ
止
す
（
五
六
12
）　　

ぢ
や
あ
、
何
か
い
（
一
二
四
５
）　

他
に
４
例

─
そ
れ
ぢ
や
（
六
七
11
）　　

そ
れ
ぢ
や
一
寸
踊
つ
て
く
る
わ
（
八
〇
12
）

そ
れ
ぢ
や
、
こ
れ
で
腹
の
虫
が
を
さ
ま
つ
た
と
い
ふ
わ
け
だ
ね
？
（
六
九
１
）

─
そ
れ
ぢ
や
、
う
る
さ
い
と
い
け
な
い
か
ら
（
七
九
９
）　

他
に
３
例

何
で
も
や
つ
て
お
か
な
く
ち
や
僕
も
承
知
で
き
な
い
ん
だ
よ
（
四
４
）

ど
う
し
て
も
社
に
一
寸
顔
を
出
さ
な
く
ち
や
い
け
な
い
用
が
（
二
六
10
）

社
へ
出
な
く
ち
や
な
ら
な
か
つ
た
と
い
ふ
事
情
を
説
明
し
た
（
二
七
９
）

　

他
に
４
例　
　

も
う
、
か
う
な
つ
ち
や
あ
、
お
し
ま
ひ
で
す
よ
（
七
５
）

リ
ヤ
カ
ー
頼
ん
で
行
つ
ち
や
う
（
五
三
８
）

も
う
約
束
し
ち
や
つ
た
ん
だ
も
の
…
…
（
八
四
13
）
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が
つ
か
り
し
ち
や
つ
た
わ
（
一
〇
三
13
）

あ
ゝ
腐
つ
ち
や
ふ
わ
（
一
一
九
６
）　　

ち
や
ん
と
原
稿
も
書
き
（
一
四
７
）

顎
ち
や
ん
だ
つ
て
（
四
二
４
）　　

書
棚
の
前
に
し
や
が
ん
で
（
三
五
５
）

そ
つ
と
連
れ
出
し
に
来
た
ん
ど
つ
し
や
ろ
（
九
七
１
）

踊
つ
て
ら
つ
し
や
い
よ
（
七
九
10
）

遠
く
か
ら
見
て
ら
つ
し
や
い
（
一
一
二
１
）

昭
和
一
八
年
の
『
雁
の
宿
』（
今
日
の
問
題
社
）
も
、
数
は
少
な
い
が
エ
列
仮

名
表
記
専
用
で
あ
る
。

そ
れ
や
、
船
で
す
ね
（
六
３
）　　

ほ
う
、
そ
れ
や
大
変
（
三
九
１
）

な
あ
に
、
そ
れ
や
仕
事
が
あ
る
よ
。（
四
四
４
）

僕
に
云
は
せ
れ
や
（
三
二
12
）

念
の
た
め
イ
列
仮
名
表
記
例
も
示
し
て
お
く
。

何
し
ろ
種
屋
の
息
子
ぢ
や
世
間
の
信
用
が
違
ふ
か
ら
な
（
二
二
11
）

本
当
に
そ
ん
な
佳
人
が
ゐ
る
ん
ぢ
や
な
い
の
か
い
？
（
三
〇
10
）

と
に
か
く
今
ぢ
や
、
一
頃
の
出
稼
ぎ
根
性
と
い
ふ
奴
は
余
程
無
く
な
つ
た
し

（
三
一
９
）

何
か
向
う
ぢ
や
軍
の
難
し
い
仕
事
を
や
つ
て
い
た
（
三
六
１
）　

他
に
10
例

満
洲
ぢ
や
あ
、
こ
の
三
月
踊
り
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
（
三
一
６
）

黙
つ
て
ゐ
ち
や
分
ら
な
い
ね
（
三
九
５
）

丹
頂
鶴
に
し
ち
や
、
些
か
薄
汚
え
が
（
四
六
１
）

是
非
お
泊
り
に
な
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
い
ま
せ
ん
？
（
五
13
）

ち
や
ん
と
（
三
二
４
）　　

赤
ち
や
ん
（
三
九
３
）

こ
の
井
上
友
一
郎
は
、
戦
後
も
作
品
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
く
エ
列
仮

名
表
記
使
用
者
で
戦
後
の
作
品
も
あ
る
宇
野
浩
二
・
佐
藤
春
夫
・
丹
羽
文
雄
な
ど

と
合
わ
せ
、
ど
の
あ
た
り
の
時
期
の
本
に
ま
で
エ
列
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
の

か
、
後
ほ
ど
改
め
て
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
は
、
最

初
は
必
ず
し
も
エ
列
仮
名
表
記
専
用
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
の
み
を
見
て
お
く

こ
と
に
し
た
。

五
エ
列
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
部
分
の
表
記
が
、
横
光
利
一
は
、
最

初
の
10
年
ほ
ど
は
殆
ど
全
て
が
イ
列
仮
名
表
記
で
、
両
表
記
併
用
が
少
し
あ
っ
て

か
ら
、
後
の
10
年
ほ
ど
は
ほ
ぼ
エ
列
仮
名
表
記
専
用
と
な
っ
た
こ
と
、
葉
山
嘉
樹

は
、
両
表
記
併
用
だ
が
イ
列
仮
名
表
記
が
中
心
的
だ
っ
た
も
の
が
、
両
方
が
同
程

度
に
な
り
、
そ
の
後
ほ
ぼ
エ
列
仮
名
表
記
専
用
に
な
っ
た
こ
と
、
井
上
友
一
郎
は
、

（
ソ
リ
ャ
・
コ
リ
ャ
で
あ
っ
て
も
）
両
表
記
が
見
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
ほ
ぼ
エ
列

仮
名
表
記
専
用
に
な
っ
た
こ
と
、
以
上
の
よ
う
な
変
化
が
、
今
回
調
査
し
た
三
人

の
作
家
の
本
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
微
妙
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
あ
る

も
の
の
、
最
初
は
エ
列
仮
名
表
記
専
用
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
結
局
ほ
ぼ
エ
列
仮

名
表
記
に
な
る
わ
け
で
、
昭
和
戦
前
期
に
は
エ
列
仮
名
表
記
の
広
が
り
と
い
う
注

目
す
べ
き
表
記
上
の
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
エ
列
仮
名
表
記
は
、
変
化
す
る
以
前
の
過
去
の
（
本
来
の
）
形
に
拠
り
所

を
求
め
る
と
い
う
点
で
、
当
時
は
規
範
と
さ
れ
た
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
原
理
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
一
方
で
、
同
時
代
に
お
い
て
も
、
音
融
合
と
い
う
変
化
の
生
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第
五
十
九
号
（
二
〇
二
四
）

一
一
二

じ
た
形
だ
け
で
な
く
、
非
融
合
の
形
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（「
そ
れ
は
面
白
い
」

と
「
そ
り
ゃ
面
白
い
」
が
併
用
さ
れ
る
等
）
か
ら
、
意
味
の
共
通
性
と
い
う
点
か

ら
も
、
非
融
合
形
と
融
合
形
が
近
い
表
記
に
な
っ
た
ほ
う
が
良
い（
７
）と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

用
例
が
多
く
な
か
っ
た
た
め
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
横
光

利
一
の
、
既
に
エ
列
仮
名
表
記
専
用
と
な
っ
た
時
期
の
作
品
に
お
い
て
、
コ
リ
ャ

が
基
本
的
に
エ
列
仮
名
表
記
の
「
こ
れ
や
」
で
あ
る
中
に
、
イ
列
仮
名
表
記
の
例

が
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、「
こ
れ
は
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
弱
い
も
の
の
場
合

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
横
光
利
一
に
お
い
て
、「
な
け
れ
ば
」
か
ら

の
ナ
キ
ャ
が
、
イ
列
仮
名
表
記
「
な
き
や
」（
葉
山
嘉
樹
は
エ
列
仮
名
表
記
「
な

け
や
」
だ
っ
た
）
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
元
の
語
形
と
の
遠
さ
が
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
ケ
リ
ャ
は
エ
列
仮
名
表
記
「
な
け
れ
や
」
に
な
っ
て

い
て
、
同
じ
「
な
け
れ
ば
」
か
ら
の
変
化
形
が
イ
列
仮
名
表
記
と
エ
列
仮
名
表
記

に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
ナ
ケ
リ
ャ
は
、
元
の
語
形
の
表
記
「
な
け
れ
ば
」

と
融
合
形
ナ
ケ
リ
ャ
の
表
記
「
な
け
れ
や
」
を
近
い
も
の
に
で
き
る
、
対
し
て
ナ

キ
ャ
に
は
近
づ
け
た
い
「
元
の
語
形
」
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
近
づ
け
た
い
本
来
の
形
が
想
定
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
、
エ
列
仮
名

表
記
に
は
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

変
化
す
る
以
前
の
書
き
方
が
本
来
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
歴
史
的

仮
名
遣
い
が
規
範
で
あ
っ
た
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
は
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
か
ら
、
ア
列
拗
音
エ
列
仮
名
表
記
は
あ
る
程
度
ま
で
広
が
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
本
来
の
も
の
が
、
変
化
す
る
以
前
の
形
、
過
去
の
形
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
か
、
こ
の
エ
列
仮
名
表
記
は
結
局
は

行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
意
味
の
共
通
性
（
現
代
仮
名
遣
い
に
お
い
て
も
、

四
つ
仮
名
「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」
の
書
き
分
け
等
に
は
、
こ
の
原
理
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
）
よ
り
も
、
音
の
共
通
性
（
同
じ
リ
ャ
は
一
つ
の
表
記
に
す
る
）

が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
エ
列
仮
名
表
記
は
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。「

本
来
の
形
」
を
想
定
し
た
表
記
に
、
ア
列
拗
音
表
記
の
一
部
を
変
え
る
と
い

う
、
歴
史
的
仮
名
遣
い（
８
）の
部
分
的
変
更
が
一
時
期
行
わ
れ
て
い
た
。
意
識
的
か
無

意
識
か
と
い
う
点
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
元
の
形
に
表
記
も
近
づ
け
た
い
と
い
う

志
向
を
、
最
初
か
ら
有
し
て
い
た
人
や
、
途
中
か
ら
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
が
、

あ
る
程
度
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
志
向
は
他
の
表
記

部
分
に
も
表
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
表
記
の
実
態
解
明
を
引
き
続
き
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１　

信
頼
で
き
る
本
文
を
調
査
し
た
も
の
と
し
て
は
、
小
松
（
二
〇
〇
二
）、
小
松
（
二

〇
一
三
）
な
ど
が
あ
る
。

２　

考
察
は
久
保
田
（
二
〇
二
四
）
に
示
し
た
が
、
こ
の
別
稿
で
は
イ
列
仮
名
＋
「
あ
」

や
エ
列
仮
名
＋
「
あ
」「
ア
」
の
用
例
も
少
し
調
査
し
た
。
今
回
調
査
を
行
う
三
人

の
作
家
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
横
光
利
一
『
紋
章
』『
天
使
』
お
よ
び
井
上
友
一
郎

『
残
夢
』
の
エ
列
仮
名
表
記
例
を
少
し
だ
け
示
し
、
葉
山
嘉
樹
『
還
元
記
』
の
全
該

当
例
を
示
し
て
あ
る
。

３　

但
し
、
元
の
語
末
が
エ
列
音
の
、「
書
け
ば
」「
嗅
げ
ば
」「
貸
せ
ば
」「
立
て
ば
」「
死

ね
ば
」「
飛
べ
ば
」「
読
め
ば
」
等
、
動
詞
仮
定
形
＋
「
ば
」
か
ら
の
、
キ
ャ
・
ギ
ャ
・

シ
ャ
・
チ
ャ
・
ニ
ャ
・
ビ
ャ
・
ミ
ャ
な
ど
の
例
は
、
久
保
田
（
二
〇
二
四
）
の
調
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一
一
三

査
で
は
殆
ど
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
入
江
・
金
（
二
〇
二
〇
）
を
見
る
と
、
こ
の

論
考
で
「
動
詞
一
般
」
と
す
る
、
こ
れ
ら
の
キ
ャ
・
ギ
ャ
・
シ
ャ
等
は
、
非
常
に

多
い
助
動
詞
「
な
い
」
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
か
ら
、
な
か
な
か
用
例
無
い
の

は
仕
方
な
い
と
言
え
る
。
な
お
、
大
正
・
昭
和
期
の
小
説
で
見
つ
か
っ
た
中
で
は
、

「
出
せ
や
」（
←
出
セ
バ
）
と
い
う
エ
列
仮
名
表
記
が
黒
島
伝
治
の
作
品
に
見
ら
れ

た
が
、「
ね
ば
」
か
ら
の
ニ
ャ
は
「
～
せ
に
や
（
い
か
ん
）」
の
よ
う
に
複
数
の
作

品
で
イ
列
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
。

４　

エ
列
仮
名
表
記
は
古
く
か
ら
少
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
石
山
寺
一
切
経

『
成
唯
識
論
』
巻
八
・
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
点
に
は
「
穀
麦
〈
コ
ク
メ
ヤ
ク
〉」

の
例
が
あ
る
と
の
こ
と
（
肥
爪
周
二
氏
の
教
示
に
よ
る
）
で
、
時
に
は
見
ら
れ
る
が
、

や
は
り
エ
列
仮
名
表
記
は
異
例
の
よ
う
で
あ
る
。
小
林
（
二
〇
一
六
）
な
ど
で
考

察
の
行
わ
れ
て
い
る
和
泉
流
狂
言
台
本
の
「
ぜ
あ
」
が
助
動
詞
「
ぢ
ゃ
」
の
表
記

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
異
例
の
一
つ
と
言
え
る
か
。
ま
た
洒
落
本
や
人
情
本
に
コ

リ
ャ
・
ソ
リ
ャ
の
「
こ
れ
や
」「
そ
れ
や
」
等
が
少
し
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。

５　

葉
山
嘉
樹
『
海
に
生
く
る
人
々
』（
大
正
一
五
年
、
改
造
社
）、
横
光
利
一
『
春
は

馬
車
に
乗
つ
て
』（
昭
和
二
年
、
改
造
社
）
は
精
選
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
（
ほ

る
ぷ
）
に
、
佐
藤
春
夫
『
蝗
の
大
旅
行
』
は
名
著
複
刻
日
本
児
童
文
学
館
（
ほ
る
ぷ
）

に
、
横
光
利
一
『
高
架
線
』（
昭
和
五
年
、
新
潮
社
）・『
上
海
』（
昭
和
七
年
、
改

造
社
）・『
時
計
』（
昭
和
九
年
、
創
元
社
）・『
菜
種
』（
昭
和
一
六
年
、
甲
鳥
書
林
）、

葉
山
嘉
樹
『
淫
売
婦
』（
大
正
一
五
年
、
春
陽
堂
）・『
浚
渫
船
』（
昭
和
二
年
、
春

陽
堂
）・『
稚
き
闘
士
』（
昭
和
四
年
、
日
本
評
論
社
）
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
っ
た
。
そ
の
他
は
以
下
の
単
行
本
を
調
査
し
た
。
横
光
利

一
『
日
輪
』（
大
正
一
三
年
、
春
陽
堂
）・『
御
身
』（
大
正
一
三
年
、
金
星
堂
）・『
寝

園
』（
昭
和
七
年
、
中
央
公
論
社
）・『
雅
歌
』（
昭
和
七
年
、
書
物
展
望
社
）・『
機
械
』

（
昭
和
八
年
、
白
水
社
）・『
紋
章
』（
昭
和
九
年
、
改
造
社
）・『
天
使
』（
昭
和
一
〇
年
、

創
元
社
）・『
春
園
』（
昭
和
一
三
年
、
創
元
社
）・『
旅
愁
』
第
一
篇
（
昭
和
一
五
年
、

改
造
社
）・『
秘
色
』（
昭
和
一
五
年
、
新
声
閣
）、
葉
山
嘉
樹
『
新
選
葉
山
嘉
樹
集
』

（
昭
和
三
年
、
改
造
社
）・
改
造
文
庫
『
労
働
者
の
居
な
い
船
』（
昭
和
四
年
、
改
造

社
）・『
誰
が
殺
し
た
か
？
』（
昭
和
五
年
、
日
本
評
論
社
）・『
今
日
様
』（
昭
和
一

〇
年
、
ナ
ウ
カ
社
）・『
山
の
幸
』（
昭
和
一
四
年
、
日
本
文
学
社
）・『
濁
流
』（
昭

和
一
五
年
、
新
潮
社
）、
井
上
友
一
郎
『
波
の
上
』（
昭
和
一
四
年
、
砂
子
屋
書
房
）・

『
残
夢
』（
昭
和
一
五
年
、
青
木
書
店
）・『
雁
の
宿
』（
昭
和
一
八
年
、
今
日
の
問
題

社
）。

６　

こ
れ
ら
の
イ
列
仮
名
＋
「
あ
（
ア
）」
と
エ
列
仮
名
＋
「
あ
（
ア
）」
に
つ
い
て
も

久
保
田
（
二
〇
二
四
）
で
は
、
注
２
で
も
述
べ
た
と
お
り
用
例
を
あ
る
程
度
示
し

た
が
、
表
す
音
の
確
定
が
で
き
な
い
た
め
詳
し
い
考
察
は
行
え
な
か
っ
た
。
イ
列

仮
名
＋
「
あ
」
は
、
小
松
（
二
〇
一
三
）（
二
〇
一
五
）
は
拗
音
表
記
の
一
種
と
し

て
認
め
て
お
り
、
確
か
に
用
例
を
見
る
と
拗
音
表
記
で
あ
る
可
能
性
が
か
な
り
高

い
と
思
わ
れ
る
。

７　

吉
野
（
一
九
五
八
）
で
は
、「
み
か
＋
つ
き
」
で
あ
る
か
ら
、「
み
か
づ
き
」
と
書

く
類
の
も
の
を
「
意
義
の
体
系
性
」
と
す
る
が
、「
体
系
性
は
類
推
心
理
に
立
脚
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
体
系
性
を
も
っ
た
も
の
は
単
純
化
さ
れ
、
お
ぼ
え
や
す

く
、
つ
か
い
や
す
い
」
と
述
べ
る
。
元
の
語
形
に
近
い
表
記
は
、「
類
推
心
理
」
に

基
づ
い
た
も
の
で
、
自
然
な
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

８　

屋
名
池
（
二
〇
〇
四
）
は
明
治
期
に
お
け
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
変
質
を
指
摘
す

る
。
明
治
以
降
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
の
文
章
中
に
は
、
種
々
の
異
例
表
記
が

見
ら
れ
、
当
時
の
実
態
は
、
興
味
深
い
点
が
多
い
。

参
考
文
献

入
江
さ
や
か
・
金
明
哲
（
二
〇
二
〇
）「
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
仮
定
形
音
融
合
使
用
に
関
す

る
計
量
的
研
究
」（『
国
立
国
語
研
究
所
論
集
』
18
）

久
保
田
篤
（
二
〇
二
四
）「
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
和
語
の
ア
列
拗
音
の
表
記
」（
近
代

語
学
会
編
『
近
代
語
研
究　

第
二
十
四
集
』
武
蔵
野
書
院
）

小
林
千
草
（
二
〇
一
六
）「
成
城
〈
甲
〉
本
に
お
け
る
「
ぜ
あ
」

─
そ
の
実
態
と
狂
言
台

本
と
し
て
の
性
格

─
」（『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
第
一
〇
四
輯
）

小
林
千
草
（
二
〇
一
九
）『
幕
末
期
狂
言
台
本
の
総
合
的
研
究　

和
泉
流
台
本
編
１
』（
清

文
堂
出
版
）



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　

第
五
十
九
号
（
二
〇
二
四
）

一
一
四

小
松
寿
雄
（
二
〇
〇
二
）「
江
戸
東
京
語
に
お
け
る
女
性
の
係
助
詞
ハ
と
連
母
音
ア
イ
の
融

合
」（『
国
語
と
国
文
学
』
79
巻
８
号
）

小
松
寿
雄
（
二
〇
一
三
）「『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
お
け
る
係
助
詞
「
は
」
の
融
合
転
化
」

（
近
代
語
学
会
編
『
近
代
語
研
究　

第
十
七
集
』
武
蔵
野
書
院
）

小
松
寿
雄
（
二
〇
一
五
）「
明
和
の
洒
落
本
に
お
け
る
係
助
詞
ハ
の
変
容

─
付
・
浮
世
風

呂
・
浮
世
床
と
の
比
較

─
」（
近
代
語
学
会
編
『
近
代
語
研
究　

第
十
八
集
』
武

蔵
野
書
院
）

屋
名
池
誠
（
二
〇
〇
四
）「
明
治
語
の
表
記
」（『
日
本
語
学
』
23
巻
12
号
）

吉
野
忠
（
一
九
五
八
）「
現
代
か
な
づ
か
い
と
そ
の
問
題
点
」（『
続
日
本
文
法
講
座
２
表
記

編
』
明
治
書
院
）


